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1.は じめ に
アメ リカ合衆 国における博物館創設 の歴史
は,独 立 以前の植民地時代 にさかのぼる。
アメ リカ最初 の博物館 は,英 国植民地 のサ
ウス カ ロラ イナ,チ ャール ス トンの地 に チ
ャール ス トン図書 館協 会 の手 で1773年に作
られた ものであ る1。「サ ウス カロライナの 自
然誌 に関する完全 で正確 な資料 を蒐集 する」
ことを 目的 とし,土 地 の住 民たちに動物,植
物,鉱 物 な どの 自然 の産物 を送 るよう求め,
またフ ィラデル フ ィアのデーヴ ィッ ド ・リッ
テンハ ウス2に望遠鏡,カ メラ ・オブスキ ュ
ラ,水 準器,地 球儀 を注文 し入手 した とい う
(Alexander1979,47)。さ らに,初 期 の収 集
物 には,イ ンデ ィアンの手斧,ハ ワ・イの編 物
のヘル メッ ト,ス リナムのキ ャッサバ用のバ
スケ ッ ト,グ ァダルーペの化石人骨があ った
とい う(Alexander1979,47-48)。
これ に続 い たの が,ピ エール ・ウー ジー
ヌ ・ドゥ=シ ミチエール3で,1782年にフ ィ
ラデルフ ィアにア メ リカ博物館 という名の珍
奇 な ものを集めたキ ャビネ ッ トを開館 した。
本稿 で紹 介す るチ ャール ズ ・ウ ィル ソン ・
ピール(CharlesWillsonPearl)は,1784年
に この シ ミチエ ール の コ レクシ ョン を入 手
し,自 身の コ レクシ ョン や絵 画 を合わ せて
1786年に 自分の博物館をフィラデルフィア
に開館することになる。
ところで,ア メリカの博物館は,その建国
の歴史,足 取 りと連なって,彼 らのヨーロッ
パの故国とは大 きく異なった特徴をもって始
まったといえるのではないかと思われる。初
期の移民の全てが信仰の自由を求め,また政
治的圧迫を逃れるための者たちであったとは
必ずしもいえないようだが,こ うした人々,
いわば 「目覚めた」人々が相当数いたことは
疑えない。プロテスタン ト系,特 にカルヴ ァ
ソ派を中心 とするこうした人々が,「タウン ・
ミーティング」を基礎に町を作 り,ステー ト
(国,現在の州)を 作ってきたなかで,「われ
われ」意識を強固な もの としてきたといわ
れ,こ れがアメリカの民主主義の基礎をなし
ているといわれる。こうした人々は,一部の
エ リー トのためではない皆の子弟のための民
主的な教育をも築きあげてきた といえる。そ
の一部 として博物館 もコミュニティーのため
に皆が協力 して作 り育てる一方,そ の使命は
公衆の教育にあるという観念を強固にした。
これがアメリカの博物館の特徴をな している
と見ることができよう。 ヨーロッパのよう
に,伝統的に形成され,維持されてきたコレ
クシ ョンが 「知の社会化」のための社会的文
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化的装置 として博物館となっていった という
わけではなく,そ うした社会的文化的装置 と
その中身自体を皆で一から作り上げてい くと
いう意識,観 念が重要な点であろう。
本稿では,ア メリカの初期の博物館を代表
するチャールズ ・ウィルソン ・ピールの博物
館について,エ ドワー ド ・P・ア レクサン
ダーの著書,『博物館の偉人たち』をテクス
トに見ることとしたい。
なお,本 稿は,明 治大学博物館学研究会会
員の台由子,本 間与之,村 上晃子および明治
大学学芸員養成課程の学生,茂 木健緒,上 代
渚 とのアレクサンダーのテクス トの勉強会が
基礎 となっていることを明らかにしておきた
い。ここに改めて諸氏の御苦労 とご協力に感
謝申し上げる。最終的なまとめは矢島が行っ
たものであり,文責は全て矢島にある。
2.チ ャールズ ・ウ ィル ソン ・ピール
こ こで は,エ ドワー ド ・P・ア レクサ ン
ダーの 『博物館 の偉 人たち』に所 収の 「チ ャー
ルズ ・ウ ィル ソン ・ピール とフ ィラデルフ ィ
ア博 物館:大 衆博 物館の概念」 か ら,ピ ール
の生い立ち か ら博物館 の創設 までを紹介 しよ
う。
チ ャー ル ズ ・ウ ィル ソン ・ピール は,メ
リー ラン ド州東 海岸 の クイ ーン ・ア ン郡 で
1741年4月15日に生 まれた。 そ こで教 師 を
していた同名の彼 の父チ ャール ズは,英 国で
重罪 人 とされた教 師であ ったが(ス チ ュアー
ト1998,250),彼の伯 父チ ャールズ ・ウ ィ
ル ソンの所有 して いる"オ ックスフ ォー ドシ
ャー,ウ ォル トン領の腰綱相続人"で ある と
誇 らかに信 じ,い つかその領地 を相続 するだ
ろ う と考 えて い た。1739年に,父 の チ ャー
ルズ はアナポ リス でマーガ レ ット ・トリッグ
と結婚 し,そ の後 チ ェス ター タ ウンへ 移 っ
て,ケ ン ト郡 立学校でギ リシア語 ・ラテン語
とそ の他 の科 目を教 えた。彼は待ち望ん でい
た相続 を得 る こ とな しに41歳近 くで亡 くな
り,マ ーガ レ ッ ト ・ピー ルは10歳の チ ャー
ル ズ ・ウ ィル ソン ・ピール と4人 の他 の子
供た ち とともにアナポ リスへ戻 り,そ こで針
仕事 を して家族 を支えた。(Alexander1983,
48)
ピールの学校教育は少 しばか りの ラテン語
を含 め て不 十 分 であ った が,13歳 の誕 生 日
を前 に,彼 は馬 具屋 に7年 間 の奉公 に出 さ
れ た。1762年1月にピー ル は奉 公 を終 え,
そ して彼 自身の店を開店 した。その月,彼 は
17歳の レ イ テ ェル ・ブ ル ー ア ー と結 婚 し
た。 彼 らがハネムーンか ら帰 って くる と,お
そ ら く彼 のかつての親 方の弟子に よる酷い悪
戯 と思われるが,従 兄弟だ と思われ るイギ リ
ス陸軍 の"ジ ェームズ ・デ ィグ ビー大尉"か
らの,2000ポン ドの価 値 を有 す るオ ックス
フ ォー ドシ ャーの彼 の領地 の不動産権 を主張
する ことをピール にせ きたてる手紙 を受 け取
った。チ ャール ズ ・ウ ィル ソンはあ るイギ リ
ス人弁護士の記 した彼 の家 系を裏付 けるため
の記録 を集め,4年 間,相 続を受け るこ とを
見込 んで生活 を した。一方,彼 は馬具屋 の職
業 を続け なが ら,創 作的 かつ精 力的 に馬具製
造,室 内装飾,銀 細工,そ して壁時計 や腕時
計の修理 と仕事 を発展 させ ていった。
革の買 い付けのため にヴ ァー ジニ ア州 ノー
フォー クへ旅行 した際 に,彼 はい くつかの ひ
ど く無様な絵 を見た。彼は家へ帰 る と,数 枚
の 肖像画 を試 しに描 い てみ て,夫 婦一組 で
10ポン ドを受 け取 った 。彼 は2人 の芸 術家
と話 し,絵 具 と 『手製 の芸 術(TheHan-
dmaidtotheArts)』とい う手引書 を買 うた
めに フィラデルフ ィア を訪 れた。彼 はアナポ
リスか らセヴ ァーン川 を渡 った所 に暮 らして
いた芸術 家の ジ ョン ・ヘ セ リウス4に"完 壁
に仕 上げた彼の最上の鞍を,彼 が絵 を描 く様
子を見せて もらうため に"贈 った。(Alexan-
der1983,48-49)
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ピールは幼少の頃から馬具屋の見習い奉公
か らは じまってさまさまな職業に手を出す
が,画家 としての出発 もこのように本格的な
教育訓練によるものではなかった。 この後,
熱狂的な政治運動のプロバガンディス トとも
なる。
しか しなが ら,1764年に悲劇が襲 う。
ピールは,王 党派を負かしてメリーランド州
議会にサ ミュエル ・チ ェースを選出するため
に,「自由の息子たち」 という団体 と運動を
した。これに対する保守派からの報復の一部
として,ピ ールは彼の融資老によって4つ
の請求書を送 られた。それは,彼 にはほぼ
900ポン ドの借金があり,彼に支払われるべ
きものはわずかに約300ポン ドに過 ぎない と
いうものであった。彼の友人が彼の代わ りに
借金を徐 々に支払うための手配を試みていた
間に,レ イテェル と彼は,東海岸のタカホー
プ リッジにいる彼の姉を訪ねるために出発し
ていた。そこでは,別 の融資者が彼を捜して
いて,ち ょうど彼が家の裏手から逃げようと
したとき保安官が正面の ドアから入ってき
た。 ピールは,東 海岸を下 り,ヴァージニア
州アコマック郡の別の姉のもとへ逃げた。そ
こから,船でボス トンへ行き,故ジ ョン ・ス
マイバー ト5の美術館で彼を奮い立たせる絵
を見,急 速に成長 している芸術家のジ ョン ・
シングル トソ ・コプレー6から刺激 を受け
た。アコマックへ帰る と,ピールはい くっか
の上出来の肖像画を描いた。ピールは1765
年にアナポリスへ戻 り,融資者 と相談 した。
何人かは完済までに4年 間の猶予を与 えて
くれ,残 りのものは父親の財産からレイテェ
ルが相続する遺産を保証 として受け入れた。
(Alexander1983,49)
1766年,法廷 弁 護 士 と し て知 られ るチ
ャー ル ズ ・キ ャロル に率い られた ジ ョン ・
ビール ・ボー ドレイやホ レイシ ョー ・シ ャー
プ知事 な ど11人の メ リー ラン ド州の紳 士 た
ちは,彼 らの州に在住 して くれる芸 術家 を得
るために互いにま とま った。彼 らは,以 前 フ
ィラデル フ ィアにいたベンジ ャミン ・ウエス
トとともにピール が仕事 を して くれ るこ とを
期待 して,若 いピールを絵画 の勉強 に一年間
ロ ン ドン へ送 る た め に83ギ ニー を寄 付 し
た。 ロン ドンへ着 くと,ピ ール は上 品な ライ
トブル ーの ス ー ツ とシル クハ ッ トを購入 し
て,誠 意 を持 って彼 を迎 え入れ たウエス トの
もとを訪 ねた。彼 は包括的 な助手 として ウエ
ス トに仕 え,と もか く芸 術 家協 会 の2つ の
展覧会 に絵画 を出品 した。彼は叔父 のジ ョセ
ブ ・ディグビー牧師 に会 い,デ ィグ ビー大尉
とい う人物 がいな いこ とや彼の手紙 とい うの
がいたず らであったこ とを知 った。夢のオ ッ
クス フォー ドシ ャーの遺産はすでに別の人に
遺言 で譲 られていた。 ピールは レイテェルに
思い焦がれて,彼 女の不在 についての悲 しげ
な詩 をっつ った。そ して,メ リー ラン ド州へ
帰 ることを考 えたが,チ ャールズ ・キャロル
は ピールがウエス トの もとに居続け られる よ
うにす るた めに,新 た に40ギニー ほ ど滞在
費を追加 した。
しば ら くの間,ピ ールは小型 肖像画を専 門
に していた。 に もかかわ らず,キ ャロル は彼
に等 身大のポー トレー トを描 くことを しきり
に促 していたのは,そ れ らが メ リー ラン ドで
い っそ う評価 されていたか らである。ピール
は,ト ー ガ に身 を包 んだ ウ ィ リア ム ・ピ ッ
ト8のかな り途 方 もない等身大 の肖像画や,
い くつかの彫刻 の上半 身を描 いて着 実に仕事
を こな した。(Alexander1983,49-50)
ピール の画家 としての本格的 な出発 は,ロ
ソ ドソでベ ンジ ャミン ・ウエス ト7に師事す
る ことか ら始 まる。
ピ ール は ロン ドン に2年1ヶ 月 滞在 し,
1769年1月ア ナポ リスに戻 る。 ロン ドン に
おけ るウエス トの もとでの絵 の修行 はピール
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をそこそこの絵描きにするが,そ の画業に明
確なウエス トの影響は必ずしも認められない
といわれる。
画家 としては,ピ ールは必 ず しも上手 とは
限 らな かった。 時 々,特 に彼 の初 期の仕事 に
おいて,彼 が描 いた 肖像 は堅 苦 し く,不 恰 好
なポーズ さえ とってお り,彼 らの顔 は無表 情
で,目 は小 さすぎた。それ らは しば しば個 性
を見せ損 なっていて,た とえば,ナ ンシー ・
ハ ラム9は,ア ナポ リスの メ リーラン ド ・ガ
ゼ ッ ト紙 に熱烈 な詩 を書 かせ たほ ど美 し く魅
力 的 な 若 い女 優 だ が,彼 女 を描 い た 肖 像
(1771年)はヴ ァージニア市民軍 の威厳の あ
る無 口な大佐 を描 いた 『ジ ョージ ・ワシン ト
ン10』(1772年)と似 た顔 で我 々を見 る。彼
の描画技 術の精巧 さには欠陥 があったに もか
かわ らず,ピ ール は正直 さ と斬新 な考 え,愛
情 の こもった熱意,危 機 を乗 り切 るような陽
気 さを持 っていた。 ジェームズ ・トマ ス ・フ
レクスナー11が指摘 した ように,ピ ールは女
性や彼 の良 く知 る人 々の 肖像画 よ りも,男 の
肖像画 の方 において むしろ成功 を収め た。 オ
リー ブグ リLン の背景の彼の 自画像12(図1)
(おそ ら く緑 の カ ー テン の前 に立 つ この 絵
は,し ば しば 画廊 に飾 ってい たの だ ろ う)
は,適 切 な風景で美 し く描かれ,彼 のパ レ ッ
トの ライ トグ リーン,オ レンジや ピン クは魅
力的で 明るい。 技術的には,ジ ョン ・シン グ
ル トン ・コプ レーやギルバー ト ・スチ ュアー
ト13には及 ばないが,彼 はそれで もなお最上
の絵 描 き1人 であ り,確 かに も っ とも多 作
の初期の ア メリカ芸術家 彼は千枚 以上の
肖像画 を描 いた であ る。 彼は常に絵画の
新 し い方 法 を 実 験 し続 け,70歳 の とき に
は,ち ょうどパ リからダヴ ィ ド14や他の画家
が使 った最新 の技 術を持 って帰 って きた息子
の レン ブ ラン トか ら多 くを学 んだ ほ どであ
る。(Alexander1983,47)
図1「 チ ャー ル ズ ・ウ ィ ル ソ ン ・ピー ル 自画 像(フ ィ
ラデ ル フ ィア美 術 ア カデ ミー蔵)」
ロン ドン か ら帰 った ピールは,肖 像画家 と
して活躍 をは じめ る。
ウィルソン ・ピール と今では彼の友人にし
ばしば呼ばれるようになった彼は,す ぐに順
調な支援を享受し始めた。大小の肖像画を描
くためにアナポリスの彼の家から,メ リーラ
ン ドやヴァージニア,フ ィラデルフィア中の
いたるところを旅行した。それらの旅行は,
今では馬に乗ってい く代わ りに馬車であった
が,彼 のモデルによって手厚 くもてなされた
ために,画 代はほとんど純粋 な利益であ っ
た。戻って4年 後までには,彼 は少な くと
も150枚の絵画を描いた。そして,財 政上の
不注意のために時おり問題が続いたにもかか
わらず,1775年までには,彼 は融資者への
支払いを終えた。イギリスに対する植民地の
反対が強まりながらも,ピールは忠実な愛国
者のままであった。そして,彼 はウィリアム
ズバーグとボルティモアの独立市民軍中隊の
ために旗を描 き,リ ッテンハウスに援助され
て火薬製造の実験 もした。彼は独立宣言前に
彼の家族を急いでフィラデルフィアへ移動さ
せ,そ のフィラデルフィア市民軍の中尉に選
出された。(Alexander1983,50)
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ミニチュア画と肖像画の画工となったピー
ルは,今度は独立軍兵士ともなったのである。
1776年12月,彼は中隊 と ともに トレン ト
ソへ進 軍 した。彼 らは大尉が傷ついたために
ピール の指揮 で,1777年1月3日 のプ リン
ス トンの戦 いで善戦 し,(中略)キ ャプテン ・
ピール(彼 はす ぐに昇 格 した)は,1777年
か ら1778年の 寒 い冬の 間,ヴ ァ リー フ ォー
ジの駐留地 で多 くの時間 をす ごし,こ れ まで
の ような戦闘 には出会わ なかった。 この駐留
地 で ピール は将校 た ちが家 へ送 るための40
枚 ほどの小形 肖像画 を忙 しく描 き,そ して小
型 の早 描 きの油 彩 で軍服 姿 の 自画 像 を描 い
た。(Alexander1983,50-51)
独立戦争 と建国の政争のなかで,ピ ールは
「1776年のフィラデルフ ィアの基礎憲法改正
に関する政治的な論争に巻き込まれることと
なった。ピールは,保守的な"正統ホイッグ
党"に よって提案された変更に反対する"過
激派ホイッグ党"の 指導者となった。とはい
え,彼 はいつも根拠をアピールし,暴力を避
けることに努力した。長官として トーリ一党
の所有物を奪うために,論争的なジョセブ ・
ギャロウェーを彼女の家からなん とかうま く
平和的に追い立てた。彼は,ト ー リー党員で
はないかと思われる人々を都市から追い出そ
うとしていた市民軍の熱狂者たち,そ の多 く
は"正 統派ホイッグ党"の 指導者たちであっ
た,に も対抗 した」 とアレクサンダーはまと
めている(Alexander1983,51)。
1779年,ピールはワシン トン司令官の等
身大の肖像画を描 くことをフィラデルフィア
の最高行政議会によって,亡 くなったフラン
スの大臣,コ ンラッド ・アレクサン ドル ・ジ
ェラー ドの等身大肖像画を描 くことを国会に
よって委任された。その秋,ピ ールは1年
間の任期でフィラデルフィアの立法府議員に
選出されたが,陰険 と虚偽に満ちた政治生活
に楽しさを見出せずに終 り,再選はされなか
った。だが,フ ランスとの同盟が愛国者たち
を戦争へ向かわせた時,ピ ールは彼の仲間の
フィラデルフィア市民のためにい くつかの愉
快な見世物を作った。悪魔によって突き刺さ
れる二つの顔 を持 った売国奴のベネディク
ト・アーノル ド15の自動人形が多 くの喝采 と
ともに燃やされ,ヨ ークタウンの勝利を祝 う
ため,ま たフランス人の栄光のために窓に置
かれた透かし絵が明々と照 らされた。ようや
く1月 に国会が平和条約を批准 したあ と,
ピールはキャンドルによって照 らされた,上
から降 りてくる平和の象徴の透かし絵を持っ
た巨大で複雑な凱旋門を組み立て,そ しては
なぱなしい花火を揚げることにした。不運に
も,誰かが不注意にも全体に置かれたロケ ッ
トに点火して塗装された骨組みが燃え,花火
が爆発 して巨大な群集に火の雨となって降っ
た。キャプテン ・ピールはひどいやけどを負
い,ア ーチから落下 してあば ら骨を1,2本
折 った。(Alexander1983,51)
このように独立戦争の終結とその後の短期
間の公務奉仕を終えた頃,ピ ールは一種の神
経衰弱に陥ったといわれる。「動 くこともで
きず,思 い出すこともできなかった。この記
憶喪失は子供たちの数 と順番について生じた
し,家族のだれが生きており,死んでしまっ
ているかが思い出せなかった」(スチュアー
ト1998,260)様な状態 にあった という。
その原因は トレソ トンの戦いで独立軍が敗れ
た後の混乱のさなか,「見たこともないよう
な地獄の風景」に接 して受けた トラウマにあ
るという。このような状態であったなら,議
員を続けることなどは不可能であったろうと
思う。
彼は社交的で思いや りがあり,少年のよう
な熱意を失わず,そ してロマンティックな情
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熱 を も って生 きた。1776年にジ ョン ・ア ダ
ムス16は,彼 を 「優 しく,温 和 で,情 愛 の深
い人物」 で,創 意 に富み 自惚 れが強 く,そ し
て 「友情 と強 い家 族愛 と生来 の愛情 の能 力を
持 ってい る」 と述 べている。 ピール は健 康 と
医療 の問題 に強 い興味 を持 っていて,彼 は 自
然 の法 に従 った人間 は少 な くとも112年は生
きるは ずであ る と計算 してい る。 「友 人へ の
手紙 ……健康 を保 ち,幸 福 を増進 し,自 然死
へ と向 か う人 間 の 寿 命 を 延 長 す る … …
(1803年)」の 中 で,彼 は友 人 の トマス ・ジ
ェフ ァソソ17に長 生 きのためのルールを記 し
たが,そ の中 には"心 の平静",禁 煙,ほ ん
の少 しの蒸留 酒の水割 り,良 い姿勢,緩 めの
衣服,そ して適度 な運動 といった ことが記 さ
れてい る。彼の 『家庭の幸福増進 のためのエ
ッセ イ』(1822年)は,家 庭生活 の調和 を求
め,再 び暴飲 を激 し く非難 した。長 い生涯 を
通 しての ピールの エネルギーは すさま じ く,
彼 の魅 力 的 なス ケ ッチ(1819年)に は,彼
が"速 歩 機(fastwalkingmachine)"に跨
っている ところが描 かれてい る。 これは 自転
車の先駆 であ るがペ ダルがな く,乗 り手 が下
り坂 を滑 り降 りる とき以外は 自身の かか とで
前進 させる ものであ る。 ピールは コー トの尾
と白髪 が後 ろになび くほ どに疾走 して,博 物
館の周 りの人々を驚かせている。
ピール は献 身 的 な家庭 人で,20歳 で最 初
の結 婚 を し,最 終 的 には3人 の妻(彼 は死
の直 前 に4度 目の結 婚 を考 えて いた)と,
11人の成長 した子 供 を持 った。 子供 た ちの
内の7人 は芸 術家 の 名に ち なん で名 付け ら
れた。 ラファエル,ア ン ジ ェリカ ・カウフマ
ン,レ ンブ ラン ト,ル ーペ ンス,ソ フ ォニス
バ ・ア ンギ ッソ ラ,そ して2人 の テ ィシ ィ
アソ ・ラム ゼ イ(1人 目は1798年に18歳で
死亡 した)18,2人は 自然科学者の名 にちなん
だ リンネ とフ ラン ク リン19である。 最後 の1
人 は幸運 であ った。 ピールは この息子 を,イ
タ リアの 自然科 学者 で博物館設立者の ウ リッ
セ ・アル ドロヴ ァソデ ィ20にちなんでアル ド
ロヴ ァン ドと名付 けよ うと考 えたが,赤 ん坊
に名前 を付 ける前 に,フ ランク リン を協会設
立者 で初代会長 にするこ とを満場一致で決定
した ア メ リカ哲学 協会21の会 議 が あ ったの
で,フ ラン ク リン に敬意 を表 して名付けたの
であ る。(Alexander1983,46)
スチ ュアー トは,こ うした こどもの名付け
か らも,ピ ールが ワシン トン,ジ ェフ ァー ソ
ン,フ ラン ク リン同様,英 国理 神論(Deism)
者 であ った ことは一 目瞭然 であ るとし,神 を
発 明者,第 一原 因 として,い かなる宗教制度
も聖職階級 も認め ない立場,キ リス ト教 を市
民徳 に似 た道徳的 システム と見 る解釈,そ し
て 自然 を規則 を持 ち予測可能の もの とす る感
覚 に惹 か れて いた とま とめ てい る(ス チ ュ
アー ト1998,253-254)。
ピールは手先が器用で,創 意や発明の才能
のある職人であ り,修 理屋で何で も屋だっ
た。彼はどんな種類の技術的問題にも臆する
ことな く取 り組み,常 に改善を模索した。彼
の絵画において,彼 はデッサン機,す なわち
鉛筆で素早 く遠近感のある風景の輪郭を描 く
"画家の四分儀"を 考案 し
,そ して銃の望遠
照準をも作 ったが,彼 はこれで一度,射撃の
反動で目の回りにアザを作った。長い間,彼
は遠近両用の眼鏡を含む有効な眼鏡を作る仕
事,同 じように,よ り快適な義歯を作る仕事
をし,最終的に磁器を用いた義歯で大きな成
功を収めた。(中略)た くさんのピールの発
明と創意に富む工夫の中には,木製の橋や彼
が特許を受けた改良暖炉,携 帯用のスチーム
バス,さ まざまな農器具,製 粉機がある。彼
の手先の器用さは,い つも博物館の改善の役
に立った。(Alexander1983,47)
3.ピ ールのフ ィラデルフィア博物館
ピールの革命期の人物たちの肖像画は着実
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に増 え,お そ ら く1780年まで には,彼 は 肖
像画のギ ャラリーを作 ることを計画 しは じめ
た。8月,彼 はフ ィラデル フ ィアの3番 街 と
ランバー トの角にあ るこぎれいな煉瓦の家 を
買い,す ぐにその後 ろに長 く,狭 く,光 がス
ク リーン とカー テン によって内部か ら管理 さ
れ た天井 採光 の ギ ャラ リーを建 て 始め た。
1782年9月16日,その ギ ャラ リー は一 般 に
公開 された。そ こには,両 端の ワシン トン と
ジ ェラー ドの等身大の 肖像画 とともに,軍 人
や政 治 家の お よそ30枚の 肖像 画 が展示 され
て いた。
1784年,彼が 自然史博 物館 を始 め よう と
していた前 だが,ピ ール は別 の試 みに よって
悩 まされていた。 ロソ ドソの ドル リー ・レー
ン ・シアターの精巧 な背景画家 であるフ ィリ
ップ ・ジ ャック ・デ ・ルーサーバーグ22は,
1781年に,し ば しば"自 然 の表現"や"動
く絵画"と も呼ばれた"エ イ ドブ ユージ コン
(Eidophusikon)"を創 案 した。 幅10フィー
ト,高 さ6フ ィー ト,奥 行 き8フ ィー トのス
テー ジ もし くはボ ックスで130人の観客 を前
に,デ ・ルーサーバーグは,透 か し絵 反射
鏡,着 色 したス ライ ド,現 実的な音響を使 っ
て,猛 烈な嵐の海 と難破船 とミル トンの 『失
楽 園』 を基 に した地 獄の 街の サ タン の2つ
の きわめてスペ クタクル に描 かれたシーンが
時計仕掛けで変化す る見世物であ る。
ピールはデ ・ルーサーバーグの装置の知 ら
せ を聞 くと,彼 は 自身の装置 を作 るため に絶
え間な い努 力の18ヶ月 を過 ご した。彼 は 肖
像画ギ ャラ リー にステー ジ と,そ の舞 台裏設
備 を増築 し,技 師 を置 いた。観客 は絵画展示
室 に座 らせ た。彼の"遠 近法視野 と可変性 の
効果,あ るいは 自然 の絵 画表現 と運動"(そ
の うち 簡単 に"動 く絵"と 呼 ば れ た)は
1785年5月に公 開 され た。 そ の シ ョー は
一 入 場料 は3シ リング9ペ ニ ー(約85セ
ン ト)-5つ の場面 で2時 間続 いた。 それ
らの うち3つ は フ ィラ デル フ ィアの 景色 を
見せて,別 の ものは雷鳴,稲 妻,激 しい雨 を
ともな う嵐 とその後の虹,そ して全 ての中で
最 も人気のあ った ものは地獄 であ った。 あ と
で,ピ ールは ジ ョン ・ポール ・ジ ョーンズの
ボンホーム ・リチ ャー ド号 とセラピス号の間
の刺激的 で騒 々 しい戦 い23を加 えた。暑い天
気 の とき,彼 は1ダ ース の大 きな ボール 紙
の扇風機 を天井 か ら吊る し,隠 された機械装
置 に よって左右 に動 か した。1つ の難点は,
場 面 を変 えるため に必 要な10分も しくは15
分 の間隔 を満 たすこ とであった。 もちろん,
観客 たちはその間にギ ャラ リーの 肖像画を見
る ことも出来 たが,ピ ールは,楽 器 と声楽 を
用意 し,ミ ル トン とシ ェークスピアか ら選択
した朗読 も用意 した。 この朗読老 は,二 重 に
解 釈され る不 相応 で滑稽 な部 分を選 んで朗読
したために解雇 しなければな らな くな り,そ
して最 終 的に30の異 な る旋 律 を弾 くことが
出来 るバ レル オル ガン を用意 した 。1787年
の夏,ジ ョージ ・ワシン トン と憲法制定会議
の議 員 たちは,ピ ール のモ ー シ ョンピ クチ
ャーに感心 したが,こ の企画は多 くの金 を得
る ことには失 敗 し,そ して1791年にそれ は
巡 業興 行 師 に売 られ た。(Alexander1983,
51-52)
1784年,シミチ エール の コ レクシ ョン を
入手 して,ピ ールは 自然誌博物館作 りに着手
し,こ の時期以来,ピ ールは彼 の博物館の発
展 に没頭す る。
1786年7月18日のべ ン シル ヴ ァニア ・パ
ケ ッ ト紙24には,ピ ール がフ ィラデルフィア
の3番 街 とロンバ ー ド通 りの角 にあ る彼 の
家 での新 しい博物 館を開館す るとい う記事 が
載 った。彼 のギ ャラ リーは 肖像画に加えて 自
然 と人工 の珍 しい物 で構 成されていた。彼 は
入館料 を25セン トとした が,そ れ はス イス
人の細密画家 ピエール ・ウジ ェー ヌ ・ドゥ=
シ ミチエ ール が死 を迎 え る1784年の2年 前
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に創 った極小の"キ ュリオ ・キ ャビネット"
と呼ばれた"ア メリカン ・ミュージアム"が
見学者か ら受け取 った半額であった。ピール
の博物館の最初の5年 間は,赤 字にな らな
いために多 くの肖像画の委託を取らなければ
な らなかったが,後 に博物館は彼を裕福にさ
せた。1791年までに,彼 は 肖像描 きを止
め,博 物館に専念 した。1795年に始めてか
ら16年間,約3,500ドル近 くを稼 ぎ出 し,
1816年のピーク時には一 日最大5万 人 もの
入館者があり,12,000ドル近 くをもたらした。
博物館を設立することは,神 の法と自然法
が同一であり,人間は自然を理解するための
理性の力を用いることによって,平和で幸福
な人生を送 ることがで きると考えている,
ピールの宗教の合理主義的有神論概念(英 国
理神論)に 一致 していた。公開された"世界
のミニチュア"を示す自然誌博物館は,啓蒙
と"理性的な娯楽"の 両方の性格を持つ"自
然の学校"と して役に立つことになった。博
物館は,下 等な虫から理性ある人間にいたる
までのすべての生 きものの科学的な序列によ
って展示されるべ きである。人間もまた動物
であることか ら,肖像画ギャラリーがあるこ
とは正当化され るであろう。その上,植 物
類 ・鉱物 ・ヒト化石 ・先住民の服 ・兵器 ・道
具があった。ピールはまた小さな動物園を厩
と自宅の隣の区画に置き,鳥類 ・小動物 ・ヘ
ビと子供たちを屋内外で仲良 く交流させた。
この動物たちが死んだときにはたいてい博物
館のため剥製にした。資料や標本の詳細なカ
タログは,自 然誌について最良の著書の図書
室同様,必 要とされていた。ピールはなおも
問い掛けた。「想像力はこの ような博物館よ
りもっと興味深い何かを考え出すことができ
るだろうか?も しくは,こ こは,神 聖な
学問の探求者のために,も っと好みに似合う
スペ クタ クルで あるこ とがで きるだろ う
か?」 と。
た とえピールがすばらしい学者あるいは偉
大な博物学者でなかったとして も,彼の博物
館は一般大衆のみならず,育ち盛 りのまじめ
な学生たちを引きつけた。彼は往復書簡 と標
本見本をパ リ,ロン ドン,ス トックホルム,
その他西ヨーロッパ諸都市の博物館や収集家
たちと交換した。スエーデン人の移民者で親
友のニコラス ・コリン師25はフィラデルフィ
ア新聞において彼を固 く支持し,ス エーデン
との交換の手配を助けた。フォン ・フンボル
ト男爵26は,南アメリカからドイツに帰る途
中でピールの博物館を見学するために立寄 っ
た。フィラデルフィアの科学者は標本を研究
し,それらについて発表 し,コ レクシ ョンを
加えた。フィラデルフィア自然科学アカデミ
ー27は1812年に設立され,ピ ールの息子,
二人 目のテッシィアソは18歳で会員に認め
られた。背後にあらゆる真剣な研究があった
のがピールの博物館であり,その楽 しみ,発
見の感激 とともに,しば しば来館者が言 うよ
うに"最大の自然の脅威をもつコレクシ ョゾ
であった。
ピールは,そ れから自然科学の展示が,国
家の英雄の肖像画ギャラリーが愛国心を奮い
立たせることになったの と同様に,自然の独
自の宗教 と公共の道徳性を前進させることを
見学者に教えることを望んだ。このような理
想主義の 目的をもって,彼 は学者や鑑定家に
限定せず,す べての人々のための博物館作 り
に一日中働いた。このコンセプ トは博物館の
全 く新しいコンセプ トであ り,博物館の教育
機能に大きな重点をおいたものであった。あ
る意味で,事 実に即した展示 と活動が一体と
なっている限 り,"合理的なアミューズメン
ト"は,現 在の博物館における解説の考えと
同様であ る。それは,無 言で陰影な当時の
ヨーロッパの博物館とは際立 って対照的に,
博物館を人気があるところであるばか りか,
わ くわ くする場所にすることができた。オッ
クスフォー ドのアシュモレアソ博物館や大英
博物館,パ リの国立 自然史博物館や国立工芸
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院,ス トックホルムのスエーデン王立科学ア
カデミーは,そ の外貌はエ リー ト主義であ
り,大勢の大衆的な観客を惹 きつけるもので
はなかった。
1794年に,ピ ールがメンバーであ ったア
メリカ哲学協会は,州議会広場にある新 しい
ビルのほ とん どをピールの博物館のために
10年間賃貸 しした。ピール と家族はそこに
住 み,ピ ールは ライブ ラ リアン ・キ ュレ
ター ・管理人として協会に奉仕 した。彼は隣
の州議会庭園と動物園を柵で仕切 ることを許
されて もいた。彼は6ブ ロックの長さのパ
レー ドを演出することによって,フ ィラデル
フィア ・ホールへ彼のコレクシ ョンを巧妙に
も移動 した。巨大なアメリカ野牛が男たちの
肩に乗せられて運ばれ,ヒ ョウ ・トラ ・その
他の動物 ・ケースやかごが続 々と続き,それ
らのほとんどは彼 と近所の熱意ある少年たち
によって運ばれた。彼は移動時に一匹の若い
ワニを失い,ガ ラスケースを1つ 壊 しただ
けであった と報告 した。1802年,ペンシル
ヴァニアの首都がフィラデルフィアからラン
カスターに遷された後,博物館は州議会ビル
全体に拡張され,ピ ールの死亡する1827年
には,ジ ョン ・ハヴィラソ ド28が設計したオ
フィス ・ビルであるフィラデルフィア ・アー
ケー ド29の3階を占める準備をしていた。
1800年までにピールは博物館に必要なス
ペースについての考えを明確にし,彼が望む
公共的な後援による支援の リス トをあげて,
州上院議員に手紙を書いた。この手紙はピー
ルの博物館についての哲学的洞察を含むもの
で,次 のようなものである。
「第一に,自 然誌その他の博物館の収蔵
庫の問題における設備 と管理について唯一
大事なのは,実用的な設備であることだ と
言いたい。もし,膨大な量 と多大の価値の
ある資料であれば,そ れらがシステマチ ッ
クに並べられ,そ れらを見た り,利用した
りするのに適切なや り方がない限 り,そう
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した保存方法の利点は全 く公共の役に立た
ないだろう(中略)。
博物館のための適切なすべての主題のモ
ノの収容能力がある十分な広さの建物は非
常に広い建築物 となるだろう。 このような
建物は,た とえ少 しも飾られる必要がなく
かつ高い天井を備えていたとしても,簡単
に入手することができない。そのため,未
だ大部分は小規模なものでしかない。200
頭以上の大小の四足獣や2,000羽の鳥類,
さらに両生類,魚 類,昆 虫,鉱物類,化石
や貝やその他に海産物類などを収容する部
屋は,自 然連鎖の緩やかな関連を見せるた
めに,も し可能であるなら一続きの部屋で
あるべきである。そして,色 を挺せさせな
いために,光 は北から取るべきである。道
具,模 型,兵 器,さ まざまな国々の服とい
ったもののための部屋,多 くの作品を展示
した絵画ギャラリーは,そ の言葉は弱々し
いものだが,知 識を伝達するであろう。講
義を行う大きな部屋,少 な くとも自然史に
ついて完壁な蔵書をもつ図書館,そ ういっ
たもののどれもが博物館から取 り去られる
べきではな く,そればかりか,こ のような
ものごとについての情報を望むすべての人
に頼 られるべ きである。植物園や2・3の
生きた動物を飼うための便宜もまたそうで
ある。
今,こ のような博物館が実現したと仮定
しようではないか。ある人々は,目 の前の
現実の課題を持って,自然史のいくつもの
分野について,一 連の講義を行うために任
命されるべきだろう。大都市に住むこのよ
うな教授たちは,と りわけ楽 しく説得力の
ある教育の利益を得るために他の州から来
ることになるだろう人々の増加によって,
彼 らの努力に報いるに十分な多 くの生徒を
得るのは当然だろう。
そして,こ れらの学校は別 として,それ
ぞれの課題に情報を与えるための良いカタ
ログがあ り,いつも見学者に開かれている
完壁な展示の博物館は,レ クチャーコース
に参加できないかもしれない彼 らに有益な
経験 と知識を普及させることになるだろ
う。 このような見学者の入場料は,設 備や
業務の代価 と比例されるべきである。だい
たい私が今までいつも受け取っていたの と
同様にである。そして,見 学者から発生す
るお金は,博 物館の経営者 と専門職の支え
とするべきであ り,この方法が最大の公共
的利益をもたらすものとかねてか ら考えて
いる。 もし博物館がコス ト無 しにあらゆる
ものを見学するのが無料だとしたら,荒廃
し濫用されることになるだろう。 これに反
して,も し料金があまりに高 く入場が極め
て困難であったら,一般に情報を与えると
いう有用性を失うだろう(後略)。」(Alex-
ander1983,52-56)
このようなピールの博物館理念について,
アレクサンダーは次のようにまとめている。
ピールの計画にある多 くの理念のアウ トラ
インは,い まだ今 日の博物館管理者によって
同意されている。たとえば,最 小限度の装飾
と適度の高さの天井を持った機能的な建物,
繊細な素材の退色を防ぎまた軽減するために
コン トロールされた照明,教 育用途にふさわ
しい講堂,研 究図書館,コ レクションの資料
に沿 って組み立て られたレクチャー ・プログ
ラム,良 質なカタログ,少人数のスタッフの
費用を賄うよう計画された適切な入場料です
べての見学者 に開かれた博物館。学者 ・学
生 ・一般大衆のそれぞれが利用するのにふさ
わ しい良いバ ランスといった ことが らであ
る。(Alexander1983,56)。
ピールはこうした理念のもとでどのような
博物館づ くりを進めてきたのか,ま ずそのコ
レクションづ くりの様子をまとめてみると,
次のように,極めて精力的に行われていたこ
とが見て取れる。いわゆるキュリオジテ,珍
奇なものへの志向も強いが,一方でごく一般
的なものにも目を向けていることがわかる。
常に熱狂的なコレクターであるピールは,
"地球のあらゆる場所か ら"資料を手に入れ
ようと努めたのだが,当 然のことだがアメリ
カの標本に重点が置かれた。彼好みの収集の
部門は鳥であ り,それからヘビで特に有毒な
もの,次 に動物一 クマのように檸猛なものか
ジャイアン ト・ア リクイのように珍 しいもの
であるが,ハ エ ・甲虫 ・昆虫やミミズもまた
木や堆肥の下から収集 した。活気のあるピー
ルの一家は,イ ヌ ・ネコ ・リス ・ネズミ ・ヘ
ビ,裏庭にはクマ,そ して家族にミルクを供
給する足の5本 あるウシ(6フ ィー トで尾が
2本)が いた。この牛はその死後には頭が2
つある仔ウシにミルクを与えている光景で剥
製にされ博物館の人気のある展示になった。
自然誌博物館の庭,つ まり州議会の庭は後に
もっと広範囲な珍獣 と珍 しい植物を入手 した
ことから,動物園と植物園の道をた どった。
そして,すべてのモノは正確に登録されラベ
ルを貼 られ,自然誌の標本はリンネの分類シ
ステムに一致 していた。
ピールは旅先のいたるところで,鳥 を撃
ち,標 本をしきりに収集した。ラファエルを
ジ ョージアに1年 間の収集旅行 に派遣 し,
個人の標本あるいは全コレクションを買い,
ジェファーソン大統領 とメリーウェザー ・ル
イス 自身を通したルイス=ク ラーク探検隊30
の資料を含む,多 くの寄贈や委託を探 し受け
入れた。海外のコレクターや博物館 と資料の
交換をした。
疲れない修理屋で発明家であるピールは,
博物館で実験 とデモンス トレーションに用い
ることのできる電気 と科学技術の設備を入手
した。永久運動の機械の模型は,そ うしたコ
ンセプ トが論理的に正しくないことを証明す
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るために見せられた。ほ とんどがアメリカ ・
インディアン由来の多 くの民族学資料も入手
したが,幾 つかは中国や世界の様々な場所 と
の貿易に従事している船長によって持ちこま
れた。彼の描いた多 くの肖像画には,権 威者
のフランクリン(1785),ラフ ァイエ ット31
(1780-1781),フォン ・フンボル ト男爵
(1804),そしてアン ドリュー ・ジャクソン32
に至る全合衆国大統領が含まれていた。ピー
ルは,博 物館のためにフランスの有名な博物
学者の肖像を描かせにレンブラン トをパリに
2回行かせもした。
しかし,フ ィラデルフィア博物館の最大で
単体の収集で国際的に有名な最上の見世物
は,マ ス トドンの骨格であ る。1801年に
ピールはニューヨーク州アルスター郡で未知
の生物(Incognitum)"マンモス"の ほとん
ど完壁な骨格を偶然に発掘 した農場主の記事
を読み,そ の骨をピールの博物館に入れよう
という関心に火をつけられた。彼はハ ドソン
に急いで行 き,農場主のジョン ・マステンに
200ドルで骨格を売 らせ,も う100ドル上乗
せ して,見 つけた泥灰土の穴をさらに深 く再
発掘することを彼に許可させた。大いに興奮
して,ピ ールは巨大な骨を展示 しにフィラデ
ルフィアに戻 り,そしてその骨のいくつかが
壊されていることを発見 した。い くつかの
骨,特 に下あごや頭部の一部が発見されてい
なかった。哲学協会は4ヶ 月間500ドルを無
利子で貸与してくれることになり,そのおか
げでマステンの泥灰土の穴の発掘調査旅行を
計画できた。
レンブラン トと多才な博物館助手のジョサ
ム ・フェントン,そ してペンシルヴァニア大
学の化学の教授である若いジェームズ ・ウッ
ドハウス博士を伴ってピールはウルスター郡
に とって返 した。発掘のために25人の人夫
を雇い,発 掘穴からの排水のためにバケツを
連ねた大きな車輪を作った。この揚水機の車
輪は3人 の男がその中を歩 くことによって
回された。たまたまこの発掘現場を訪れた見
物の人 々をこのためのボランティアに充て
た。追加の骨が発見されたが,下 顎骨と頭骨
は断片にとどまった。発掘隊は,レ ンブラン
ト・ピールによって考案された先の尖った鉄
の棒を柔らかな大地の骨のあるところに突 き
刺す方法で,近 くの同様な場所も調査した。
い くつかの断片的な発見の後,第1の もの
とほとんど同様に良好なもので,完 全な下顎
骨を持 った第2の 完全なマス トドンの骨格
が発見された。アメリカ最初の科学的古生物
学発掘 は1801年9月に終わった。 この発掘
は5ヶ 月に及ぶもので,当 時 としては大金
であ る総額2000ドル近 くの経 費がかかっ
た。ピールはこの発掘を「マス トドンの発掘」
(1806)という絵に記録 した。ただ し,この
絵は正確ではない。なぜならそこにいなかっ
た人 々 彼の第1と 第2の 妻を含み,友
人や家族 も描かれている。
ピール と彼の少人数のスタッフは,2つの
マンモス(以 後,こ の言葉は一般的なアメリ
カでの用語 として,何 でも大きいものを指す
ようになった)の 骨格 を整理するのに3ヶ
月かかった。ピールは正しくこれが先史時代
のもので,絶滅種であると考えたが,その復
元は肩まで11フィー トとあま りに も高すぎ
たし,実際には草食であるにもかかわらず,
夢想的にも"北の肉食象"と した。ピールの
憧れのパ リの自然史博物館のジ ョルジュ ・キ
ュビェ33は,象の先祖,シ ベ リアのマンモス
から分かれた種 と同定 し,マス トドンと命名
した。 ピールは一つの骨格 を哲学ホールで
50セン トの別料金で見せた(1802年には,
1800ドル以上を稼いだ)。そ して,イ ギリス
のナチュラリス ト,チャールズ ・ウォーター
トン34は,後にこれを"国宝"で"世 界でも
っとも驚 くべき骨格標本"で あると述べた。
レンブラン トは家族 と弟のルーベソスと共に
第二のマス トドンを持って英国に行った。彼
は大骨格の下 に座 った13人の紳士たち と哲
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学ホールで乾杯 と音楽つきの送別ディナーを
催した。マス トドンは英国に科学的興味を沸
き立たせたものの,展示者の費用をまかなう
ことには失敗 した。
全てピールの集めたものは,博 物館を大衆
の前に置き続けるために豊富なニュースと広
告を伴っていた。フィラデルフィアの新聞に
載 ったものは,広 く全米にそのコピーが流さ
れた。ピールは時には重要な情報を小さなチ
ラシ として再印刷 し,連邦,州,市 の政府の
メンバーや影響力をもったリーダー,友 人に
送 った。 また,1788年からはフィラデルフ
ィアの新聞で,常 に寄贈者に対する満腔の賞
賛を伴って,博 物館の収集品リス トを発表 し
始めた。このことは寄贈の洪水を引き起こし
た。その一部はその一族の人々にとっては珍
奇 なものであったが,(社会的に,あ るいは
学術的に意味のないものは)注意深 く感謝 し
ながらも,こ れらを展示することはなかっ
た。特別な催 しは,普通でない注意を引き起
こした。マンモスルームのオープンは,ア メ
リカ ・インディアンの衣装をつけ,白 い馬に
乗 った博物館の雑役夫である混血のモーゼ
ス ・ウィリアムが トランペット吹きに先導さ
れて街を回って宣伝された。
ピールの収集は全生涯続けられた。遅 くと
も1826年までには,150匹のガラガラヘビと
・インディアンの衣装のコレクシ ョンを購入し
ていた。 い くつかの雑多なグループを加え
て,お よそ1850年,博物館が最終的 に売却
された ときの リス トから知 られ るところで
は,そ のコレクシ ョンにはおよそ次のような
ものを含んでいた。
269枚の肖像画 と絵画
1824点の鳥(一 部は標本化されていない)
250点の四足獣
135点の爬虫類,ト カゲ,カ メ
650点の魚 ・
363点の酒精に保存された大半は解剖学的
な標本
33ケー スの貝(1819年の リス トでは1044
点)
35ケー ス とその他 た くさんの 人類学 的 資
料
312巻の図書(Alexander1983,56-60)
ピールの考える博物館の理想像 といったも
のがここから伺えるが,ピ ールがこうした考
えに基づき,ポ ピュリズムに陥らない娯楽性
と教育性を兼ね備えた博物館 として実際にど
のようなものを作 り上げてきたのかを次に見
てみよう。
ピールが博物館を開館するや否や,彼 は自
分自身に保存の方法を教えなければならなか
った。フランクリン博士はフランスから連れ
帰った後に死んだ青いアンゴラ猫をピールに
与えた。 しか しネコは皮 をはぎ,き れいに
し,標本化するのが難 しかった。ピールは最
終的にはこれを埋葬 した。ラファイエットが
ワシントン将軍に贈った一対の中国のゴール
デン ・ペザン トを標本化するのはより上手 く
いった。事実,こ の資料は今日なおハーバー
ド大学の比較動物学博物館に現存する。中心
的な問題は標本化 した資料を昆虫の害から守
ることだった。ピールはテレピソ油を試 して
みたが不成功だったので,鳥 や小動物は砒素
溶液に浸 し,大きい動物については塩化第二
水銀を使った。 とはいえ,こ うした毒薬を採
用することは危険で,時 おりピールとラファ
エルを病気にさせた。ガラスケースを鳥のグ
ループや小さなものを保護するために使 った
が,そ れらが砒素に覆われているという警告
のサインがあるにもかかわらず,大衆を彼の
洞窟の中で資料に指を触れることから遠さけ
てお くことはできなかった。ピールは詰め物
をした大型動物の剥製は本当らしくない様子
に作られていることを発見し,延びた皮膚の
下での筋肉の働 きを真似した肉体を木を彫 っ
て作った。彼の言うように"こ の方法"は,
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"ほかの どこの博物 館 もや っていない。"ピー
ル の標本 化 は20年後 も よ く持ち こた えて い
て,彼 は誇 らか にこ う書 い てい る。"時間が
それ らを変 えるこ とはで きない。 そこで,も
し私の システムが採用 されるな ら,こ の博物
館は,そ の時,世 界 で一番 の博物館 となるこ
とに失 敗す るこ とはない。"1824年,チャー
ルズ ・ウ ォーター トンが南 米か ら英 国に戻 る
とき,博 物館 を見 るために特別 な旅 を した。'
武器 を使 って皮膚 を台無 しにする よりはいい
と,彼 は一 度 ワニ に素手 で勝 った こ とが あ
り,ピ ール とテ ィテ ィアソにある新 しい剥製
技術 を見 せた。絵 画の分野 では,ピ ール は常
に色 が消 えてい く トラブル を抱 えていた。彼
と彼 の兄 ジ ェームズは時 お りギ ャラ リー の絵
に再 消 去 や 再 加 筆 を行 っ た 。(Alexander
1983,60)
匿 △
」幽
Tf・ ,4⊇
維 讐一
?
?
?
?
?
?ー
?
一
図2「 ティシアンおよびラムゼイを描いただまし
絵(フ ィラデルフィア美術館蔵)」
おそらくピールの博物館機能に関する最大
の貢献は展示の分野でなされた といえる。
1786年,彼は以前のモーシ ョンピクチャー
の部屋に洞窟作 りをはじめた。 この洞窟は,
側面 と天井は硬い岩を切 り取 ったようになっ
ており,緑の芝に包まれた丘には木が立ち,
下には池があった。 こうした情景の中に自然
資料が配置された。マナ ッセ ・力 トラー師35
は,「最 もロマンチ ックで楽 しませる方法で
ある」 と考えた。丘のふもとの穴には,鉱石
と鉱物が見 られた。浜には貝,蛙 と水蛇が,
池の中には魚,ガ チ ョウ,鴨 と白鳥が,丘 の
上にはシャコ,熊,鹿 と虎が,藪 の中にはガ
ラガラヘビやその他の蛇が,木 にはあらゆる
種類の鳥がいた。絵画ギャラリーには,絵筆
を手に持ち細密画を描いているピール自身の
蝋人形があつた。そして,訪 問者はその人形
が生 きているとだまされると笑うのだった。
ピールはユーモアのあ るごまかしを楽 しん
だ。彼の 『階段の二人』 という絵(1795)
(図2)が木製の階段の最初の一段の上に立
てられ,こ の絵には実大のラファエルとティ
ティアンが描かれていたニ一度ワシントン大
統領はこの絵に向かって丁寧にお辞儀をした
というものであったが,こ れがおそらく彼の
最 も成功 した"だ まし絵"で あった。ピール
は定期的に新 しい,ま た,わ くわくするよう
な展示を加 えていった。大 きなアメリカ野
牛,ガ ラガラヘビの牙 と毒腺を拡大鏡で見せ
る,ま た同様に,生 きた小さな昆虫を乗せた
円盤を顕微鏡の下で回して見せる,生 きた蛇
を艦に入れて室内で見せ,屋外ではヒヒ,サ
ル,ク マを見せた。1797年までには,ピ ー
ルは,適切な衣装をまとわせた"実 物大の蝋
人形たち"を展示 した。 これには,南北アメ
リカ,シ ベリア,南海の未開民,中 国の労働
者 と官吏,そ して"黒 い肌のアフリカ人"が
いた。
こうしたすべてのもののうち最 も独創的な
ものは,鳥 と小動物を見せるピールの方法で
あった。 これ らは2か ら4フ ィー トの高さ
のガラスケースに自然のポーズをとって展示
され,本物 らしく作られた前景と曲面に明る
く水彩で描かれた背景を持って,多 くの生 き
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生 きとした情景を形作って見せたものであっ
た。 こうした展示は,今 日広 く使われている
生息地グループによる展示の鳴矢であり,生
きているように,そ して生き物だちの習性や
環境を彷彿 とさせて見せた。ピールは後にこ
う書いている。
鳥や他の動物たちのケースの中に空や風景
を描 くことはヨーロッパでは習慣にはなって
いないといわれている。ただ白い紙の前に並
べて見せるのは,さ っぱ りと清潔に見えるで
あろうが,一方,風 景のスケッチを見る楽し
みばかりでな く,巣,く ぼみ,洞 窟,あ るい
はその資料が来た地方の特別な景色を示すこ
とは,あ る種の生息状況の例を示すことにな
るだろう。
年上のティシィアン ・ピールもまた大きな灰
色狼を,羊 を負 り食ったかのように牙か ら血
を滴 らせているように標本化した。一部の展
示は科学的なものに従わず,楽 しみのために
デザインされた。マジックミラーが来館者の
姿を巨人,小 人,あ るいは7つ の頭を持つ
怪物にゆがめた。 ライオンの頭に装着された
送話管が他の部屋にいる友人の前や後ろから
声を伝えることをさせた。
博物館 自身によって行われた独自の研究は
多 くないが,ピ ールは,部屋から部屋へ と続
けて,フ レームに入れたカタログをケースの
上につけ,限 られたスペースが許す限 り科学
的な展示をおこなった。それぞれの資料は番
号がつけ られラテン語,フ ランス語,英 語の
名前のつけられた リンネ分類に従ったカタロ
グに一致 していた。1793年の奴隷の反乱の
中,サ ン ト・ドミンゴから脱出した才能ある
自然学者のパ リソ ・デ ・ビーヴォア36はこの
展示を完全なものにし,ピールの助けを借 り
て公式カタログを作 り始めたが,イ ンディア
ンの骨格 からオポ ッサムまでの54種の四足
獣 をカバー した に過 ぎず,わ ずか40ペー ジ
を印刷したに過ぎなかった。さらに,ピ ール
はパ リの自然史博物館で12人の専門家によ
るレクチャーコースが提供されていることに
大いに励まされ,そ れを調査し,自身でそう
した講義を提供することに決めた。1799年
か ら1899年の間,そ して次の年,ピ ールは4
ヶ月に40回,1週間 に2回 の コース レクチ
ャー行うと発表した。このプロジェクトは普
通ではな く,標本(そ のうちのいくつかは生
きたもの)が 博物館のもともとおかれていた
場所から講義室に運ばれ,122点の四足獣,
765点の鳥が見せられた。 このように,こ の
講義のノー トは博物館の視覚的なカタログを
含むもので,ピ ールはユーモラスに,出 版さ
れた文学作品や逸話も参照した自身の観察も
交えて話 し,モ ノを聴衆の注意を維持する助
けとした。彼は注意深 く聴衆の大半をなす女
性が気絶するようなシ ョックを与えそうなも
のは削除した。そして,合 間には音楽と詩を
採 り入れた。ペソシルヴァニア大学で導入の
講義を行い,後 は博物館でおこなったが,こ
れは印刷され,友 人や国内外の博物館にお く
られた。 このシリーズは,動物 と鳥に関して
知 られていることをまとめた,ア メリカ人に
よっておこなわれた試みとしては最 も包括的
なものであった。アレクサンダー ・ウィルソ
ン37はこれを広範囲に彼の 『アメリカ鳥類学』
に使ったし,ジ ョン ・D・ゴ ッドマン博士38
も彼の 『アメリカの自然誌』に使 った。
ピールは彼の博物館をい くつものやり方で
科学を教えるものと期待して,見学者に言葉
と感覚的な知覚の両方を通 じてアピール し
た。それぞれの見学者はフレームをつけたカ
タログを盛 り込んだ8ペ ージの印刷された
ガイ ドを受け取 った。そしてルーペンス ・
ピールが穏やかなシ ョックを与えることがで
きる"電気仕掛けで動 く大きな直径3フ ィー
トの円盤"を 使うのや,科学のふしぎを示す
新 しい混合吹管を観察で きた。1820年に
は,三方に椅子を集めた演示用のテーブルを
使 っておこなわれる実演に,小 さなベルの音
が来館者を呼んだ。ピールはジ ョン ・ローに
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図3.「チャールズ ・ウィルソン ・ピールの使用し
たシルエット図化器」(旧第2連 邦銀行ビル)
数千 ドルを払って,そ のハーモニーが生き生
きとしだ自然誌の一部であるように思える,
8ストップのオルガンを作 らせた。そして才
能ある来館者にはオルガンを弾 くことを許し
た。科学の分野以外では,そ の開発者である
ジ ョン ・1・ホーキンスから贈 られた人相書
きの機械があった(図3)。来館者はこの機
械を使って自分のシルエットを描 くことがで
き,ピールが解放した奴隷のモーゼス ・ウィ
リアムが,そ のシルエ ットを8セ ン トで上
手に切 り抜いて くれる。ウィリアムは人相書
きの機械が展示 された最初の年 に,8800の
シルエットを作った。そうした工夫は博物館
をよく利用する人々に参加型の解説を楽しむ
機会を与えた。
1796,97年の冬,博 物館は夜間の開館を始
め,最 初は鯨油ランプ,1816年以降はアメ
リカにお目見えした最初のガスランプで照明
した(1ヶ月以内に,レ ンブラン ト ・ピール
もボルティモア博物館でガスによる照明を行
った)。明るく照 らされた部屋はある種のフ
ァッシ ョナブルなラウンジ となった。1821
年,ピ ールは,動 物学,生 理学,鉱 物学,比
較 解剖 学 の4人 の有 能 な研 究者 を呼び,講
座 のプログラムを復 活 させた。講義 はすべて
の博物館 を よ く利用 す るものたちに開かれ,
学生 は半額,教 師 と引率されたクラスは無料
であ った。 この講座 は一般 向けであ るこ とが
証 明できず,じ きに廃 止された。 オルガンの
リサ イ タル とミュー ジカル は評判 がよか っ
た。ル ーペ ン スが博 物 館の経 営 を始め た と
き,彼 は利益 を上 げる ことに強 い関 心を払 っ
た。 ピール は大 いに嘆 き,愛 想 を尽 かして し
まうが,ル ーペン スは しば しば学術 的であ る
よ り,純 粋 に娯 楽 を 強 調 した 。 例 えば,
1820年3月,シ グ ノア ・ヘ レン という,こ
の頃 イタ リアか ら来 た一人楽 団一ヴ ィオ ラ,
トル コシ ンバル,テ ナ ー ドラム,パ ンパ ・イ
ブ,中 国のベル を同時 に一人 で演奏 する一 の
ツアーを大衆的 な要求 か ら催 した。
ピール は,大 衆 の 自然誌 理解 を進め るた
め,収 蔵品 をベー ス とした出版 をす ることを
望んだ。彼は 自身の もの と一部パ リソ ・デ ・
ビー ヴ ォアの カタ ログ をま とめ,全 体で300
か ら500ペー ジ とな る ものを 出版 す るこ とを
望んだが,必 要な予約購入者 を獲得 する こと
が で きなか った。1824年,そ こで ピール は
出版社 を買 い取 り,『フ ィラデル フ ィア博物
館,自 然 誌 と絵 画の 記録 』 の第1巻 を発 刊
す る。 しか し,再 び一般の人 々に支持を訴 え
るの に失敗 し,2巻 を出した だけに とどまっ
た。
1805年,長ら く望 ん でい た,ペ ンシル ヴ
ァニア芸術アカデ ミー による芸術学校,毎 年
の展示,ギ ャラリーの割 り当て とい う助 力を
受け取 った。それゆえ,ピ ールは博物館の経
営をルーベソスに渡 し,ル ーベソスはピール
に3ヶ 月 に1000ドル を 支 払 う こ と とし た
(180S年か ら1809年の博 物館の純益 は,平 均
5100ドル であ った)。 ピール はジ ャーマソ タ
ウンに農場 を買い,最 初は"忍 耐 農場"つ い
で"ベ ルフ ィール ド"と 名づけた。 ピール は
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農業や工業の機械の改良にすぐに忙しくなっ
た。レンブラン ト・ピールは博物館の分け前
に預かろうとしたが,ル ーペンスと父が彼に
反対 し,レンブラン トはボルティモアに行っ
て 自分の博物館 を1814年に設立 した。ルー
ペンスは10年間の経営の聞,同 時に二人の
兄弟から援助を受けた。ティシィアンは自然
学者で準備係,フ ランクリンは機械技師で実
演者であった。ルーペンスは博物館をこさっ
ぱ りと清潔なものに保ったが,時折利益の上
がる娯楽のために自然誌を犠牲にした。彼は
フレームに入れた りンネカタログを気の利い
た書体の聖書のテキス トと置き換え,輝 くば
かりの照明をした夜間開館で,ス ペクタクル
な科学 と電気の実演,幻 灯,発 明されたばか
りの映画まで行い多くの観客をひきつけ,一
方では,シ グノア ・ヘレンのようなボー ドヴ
ィル演芸39が長期公演された。1821年,3度
目の妻であるハンナ ・ピールが黄熱病で死ん
で,ピ ールはベルフィール ドを売却する決心
をし,自分の博物館の経営にもどった。ルー
ペンスは,レ ンブラントの博物館をのっとり
にボルティモアに移った。そして,そ の博物
館が利益を上げ るのに失敗する と,ニ ュー
ヨークに移 って新たに博物館を作った。彼は
のちに甥の リンネをユーティカに送って,分
館を経営させた。1827年2月27日,チャー
ルズ ・ウィルソン ・ピールが死ぬころまでに
は,ピ ールの博物館は下 り坂に差し掛かって
いた。(Alexander1983,60-64)
アレクサンダーの描 くピールの博物館の様
子は以上のようなものである。
4.初 期のアメリカの博物館
続いてアレクサンダーは初期のアメリカの
博物館の様子を描いている。それによれば,
合衆 国内では,初 期の学術 と歴史の団体,
ア メ リカ哲学協 会(1769),マサ チ ューセ ッ
ツ歴 史協 会40(1791),東イン ド海 洋協 会41
(1799),ニュー ヨー ク歴史協会42(1804)や
ア メ リカ古物収集家協 会43(1812)などは,
最初は博物館資料の収集を行 っていた。 しか
し,た いていは もっと広い活動を していた。
こうした中で,ニ ュー ヨー ク歴史協会 とセー
ラムの東 イン ド海洋協 会は,か な りの規模 の
博 物館を保 持 していたが,自 然誌 関係の資料
はそ う多 くはなか った。 その他の協会は研 究
図書 の収 集,学 術 出版 を も っぱ ら としなが
ら,一 方で,博 物館 コ レクシ ョンを持 った。
国内の各地,ボ ス トン,ニ ュー ヨーク,フ ィ
ラデル フ ィアばか りでな く,ニ ューヘブソ,
ユーテ ィカ,シ ィラキ ューズ,ナ イアガラフ
ォール ズ,ピ ッツバ ーグ,チ ャールス トン,
レキシン トソ,セ ン トル イスやニ ューオー リ
ンズ といった小 さな町 に も博物館 があった。
た いていの博物館の展示 は絵画,自 然 や人工
の 奇物,蝋 人形 な どで,こ れに デモ ンス ト
レーシ ョン,音 楽,劇,ボ ー ドヴ ィル といっ
た もの が加 わっていた。
大多数の アメ リカの博物館 は,あ る種の大
衆劇場 となっていて,入 場料 目当 ての珍奇 な
エ ンターテイメン トに魅せ られた無学 な もの
た ち に よって営業 さ れて いた。1834年,ほ
とんど全てのア メ リカの博物館は"科 学の進
歩のた めで はな く,金 儲 けをはかって いる"
"その科学 的な配列 とつ ま らない骨董 品は受
け入れ ていないため に,合 衆 国の全て の博物
館 を越 えて最 もす ぐれた もの はピール のコレ
クシ ョンで ある"と ウイー ドのマ クシミ リア
ン王子 は断言 した。
2つ のピール の博 物館 に近 い ものが,フ ィ
ラデル フ ィアの博 物 館 にい かに影響 された
か,そ して なお違 うかを示 して い る。1773
年 にチ ャールス トン図書協会は,サ ウスカロ
ライナの 自然史研究 を進め るため に資料収集
をす る博物館を創設 した。 これは,今 日,国
内最古の博物館 として現存す る。 この博物館
は動物,野 菜(植 物),鉱 物標 本 を集 め,リ
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ッテンハウスの配列原理に したが って並べ ら
れた もので,望 遠 鏡,顕 微鏡,カ メラ ・オブ
ス キ ュラ,水 準 器 と2つ の優 美 な地 球儀 を
持 っていた。大部 分の資料は独 立戦争の最中
に燃 えて しま った が,1824年には,こ の後
継 団体 のサ ウス カ ロラ イナ文学 哲学 協会 が
"ペン シル ヴ
ァニ ア とメ リー ラン ドの ピール
博物館がそ うであ るように"よ く知 られた博
物館 とな る こ とを願 って博 物館 を再 開館 し
た。 この新博物館は ウマほ どの大 きさのあ る
ダチ ョウを含 む800の鳥類標 本,グ リーン ラ
ン ドの 巨大 な 白熊 と25フィー トの ボア を含
む70の獣の標本,エ ジプ トの ミイ ラ,長 さ4
・インチの中国女性の靴やその他の奇物 を持 っ
て い た。 毎 日午 前9時 開館,入 館 料 は25セ
ン トで,た いて いの 夕刻 は装飾 照 明が灯 さ
れ,時 々はバン ドの演奏 が行われた。協会 は
新 しい建物の ための基金 を得 るこ とに失敗 し
たが,1827年に はその コレクシ ョン を新 し
く結成 されたサ ウスカロラ・イナ州医学協会 に
引 き渡 し,し ば らくの間 ここにコレクシ ョン
が残 された。
ニ ュー ヨー クはガー デ ィナー ・ベ ーカーを
キーパ ー とするジ ョン ・ピソター ド44のタマ
二一 ・アメ リカ博物館45に始 まる一連の博物
館 を持 っていた。 その 自然誌 コ レクシ ョンは
ア メ リカ野 牛,南 アメ リカの18フィー トの
黄色 い蛇,頭 の二 つある羊 があ り,さ らに臭
くて騒が しい動物舎 を屋外 に もっていた。 そ
の他 の見 もの は,蝋 人 形,来 館 老 が6ペ ン
スで しば ら く射撃 を楽 しめる空気銃,イ ンデ
ィアンの遺物,ア フ リカの装飾 品,中 国の武
器,蝋 人形 の首 を据 えた大 きなギロチンがあ
った。1795年には,タ マ 二一協 会 は,給 料
の支払 が停滞 したために,こ れ らの コレクシ
ョンをベーカーに与えた。 ベーカーは この コ
レクシ ョンを二 つに分 け,一 部 をニ ュー ・パ
ノラマビルでチ ャールス トンのパ ノラマ と一
緒 に見せ た。 さ らに,ニ ュー ・シ テ ィ ・タ
バーンで展示 す るために,全 身像形 式の ワシ
ン トンの等身大の 肖像画を買い入れた。 ベー
カーは ピール よ り高い入館料を取 った。 それ
ぞ れが75セン トで,両 方 な ら1ド ル,ワ シ
ン トン の 肖像 を見 るの は1ド ル で あ った。
不幸 にも,ベ ーカーの妻があ るフランス人に
夢 中 にな り,1798年,ベー カーは妻 と4人
の子供,ワ シン トンの 肖像画 と高価 な自動 演
奏機 を持 ってボス トン に移 り,そ の地で黄熱
病で没 した。
1802年,画家 の エ ドワー ド ・サ ペ ッジ46
は,"サ ー ・ハ ンス ・ス ロー ン47のアイデア
に賛 同して"その配列に よる"コロソ ビアソ ・
ギ ャラ リー と博物館"の た めにコレクシ ョン
を取得 した。 そ して,200の絵画 と版画 を コ
レクシ ョン に加 えた 。 サベ ヅジの キ ュ レー
ター であ った ジ ョン ・シ ュダーは,熟 練 した
剥製 師 で,1810年,大 部 分 の コレ クシ ョン
を買 い取 り,新 ア メ リカ博 物 館 を開い た。
1816年,ニュー ヨー ク市は シ ュダー にシテ
ィー ホール 公 園 にあ る2階 建 ての 古い アー
ムス(慈 善)ビ ル を無料 で提供 した。 この市
の中心 には,他 の文化 的機 関一 ニ ュー ヨー
ク歴史協会,ニ ュー ヨーク市民 図書 館,ア メ
リカ美術 アカデ ミー,文 学哲学協会,自 然誌
会館 が集 まっていた。 この博物 館の大展示室
の一 端 には,80点の動物,蛇,鳥(の 剥製)
を持 った森 の情 景が あ り,中 央 には600点の
資料を収納 した164のガラスケースがあった。
1821年,シュ ダー が45歳 で 死 ん だ と きに
は,さ らに3つ の大 きな部屋 が(展 示 で)
い っぱい とな っていた。2年 後,彼 の息子 の
ジ ョン に よる103ペー ジ の ガ イ ドブ ッ クは
『ア メ リカ博物 館必携 … …5万 点の 自然 と外
国の奇物,古 物,芸 術作品のカ タログ…… 自
然の奇物 には ラテン語の学名つ き』 とい う表
題であ った。シ ュダーは彼の博物館は展示 の
質 とその配列の美 しさにおいて比類 がない と
宣伝 したに もかかわ らず,そ の展示 には,マ
ス トドン,生 息地別の グルー プの展示,英 雄
や科学者(の 肖像)を 見せ る広 いギ ャラ リー
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も な か っ た 。(Alexander1983,64-66)
アレクサンダーがまとめた初期のアメリカ
の博物館の模様はこうしたもので,そ の中で
ピールの博物館がいかにぬきんでた存在であ
ったかを強調する。次いで眼をヨーロッパに
転 じて当時の博物館の様子 と比較 している。
海 外では,大 英博物館 とフランス国立 自然
史博 物館は,そ の性 格を主 に収集 と研究 に限
定 していた。一般大 衆は不承不承受 け入 れ ら
れ,急 いで通 り抜 けるこ とを強 い られ,ど ち
らか と言 えばだ らしない展示 を理解す る何 の
助 け も得 られな かった。2つ の主に 自然誌の
大衆 向け博物館 がロン ドンに現れ た。 アシ ュ
トソ ・リーパ ー卿48(1778年,その博物館の
功績 に よ り騎士 に忽 せられた)は,マ ンチ ェ
スター近 くのアル ク リン トン ・ホール か らレ
スタース クエア に,特 に鳥 を中心 とした彼の
コ レクシ ョン を移 し,1774年,"ホロフ ァシ
コン"と して開館 した。 エキセン トリックな
官僚 で,猟 番の格好 を好み,博 物館 に隣接す
る庭 でアーチ ェ リー をす るような人物で,普
通の 人が入 る気 をな くす ように5シ リング6
ペンスか ら半ギニーもの高い入場料 を取 った。
1786年に は,コ レ クシ ョン を処分 す る こ と
と籔 を出す ことを強 いられ,こ の結果,リ ー
バー の資料はジ ェー ムズ ・パーキン ソンの手
に渡 った。パーキン ソンは,こ の コレクシ ョ
ン をテームズ川 を渡 ったブ ラ ックフライアー
橋近 くに移 すが,最 終的 には1806年オ ー ク
シ ョンにかけ,売 り払 った。
銀細工 師の ウィ リアム ・ビ ュロ ック49はも
う少 し博物 館 で成 功 した。1795年には短 期
間 シ ェフ ィール ドで,そ の後 リバ プールで,
そ して1809年以後 は ロン ドン で博物 館 を開
いた。 ロン ドンでは ピカデ リーに おいて,ラ
ン ドマーク とな るエ ジプシ ャン ・ホール を建
てた。 これは ロソ ドソの娯楽の中心 としてそ
れ が壊 され る1905年まで残 った。 ビ ュロ ッ
クはリンネ協会50に所属 し,科学的に鳥を集
め,標本化 していた。見世物師の親方 として
の彼は,あ る種の生息地グループによる展示
を創造 し,"パソテリオゾ と名付けた。来
館者はエジプシャン ・ホールに入ると,フ ィ
ンガルの洞窟そっくりの玄武岩の洞窟風の所
を通 り,東イン ドの小屋に出る。そこからの
眺めはパノラマの効果があるとビュロックは
言うが,ア フリカゾウ,キ リン,ラ イオン,
トラ,サ イやその他の多 くの動物がいる熱帯
林が見えた。30フィー トの大蛇が木からぶ
ら下が り鹿 と格闘 していたり,大きなニシキ
ヘビがベンガル トラと死闘の最中であった り
するシーンが含まれていた。ビュロックは植
物 と動物をある種 カール ・エークレー51の
最新の生息地グループによる展示手法のよう
なものに組み立てたが,そ こには厳密な真実
性はなかった。なぜならば,異 なる大陸の動
物 と植物 が混在 していたのであ る。1819
年,大 英博物館 とエジンバラ大学がそのコレ
クシ ョンを購入することを辞退した後,ビ ュ
ロックは 自身の競売人を使って1万 ポン ド
近い額でそれらを売却した。そのうちでも優
れた標本については,今 日なお英国や大陸の
博物館が所有しているものがある。
ピールの博物館 とこうした外国の博物館は
お互いの存在に気が付いていた。レンブラン
トとルーベソスのピール兄弟が2頭 目のマ
ス トドンを英国に持っていった とき,大英博
物館の筆頭理事であったジョセブ ・バンクス
卿52に歓迎され,楽 しんでもらっている。レ
ンブラン ト・ピールがパ リに父の博物館のた
めにフランスの自然学者の肖像を描 くために
訪れた時,ピ ールの名前が多 くの扉を彼の前
に開いて くれるのを発見し,またフランスの
博物館の総監督で公式美術の監督官であった
ヴィヴァソ ・ドゥノン53は,皇帝の注文する
肖像画を描かせるためにレンブラン トを引き
とめようとしたほどであった。1794年にフ
ィラデルフ ィアを訪れたある英国人旅行者
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は,ピ ールの博物館を,レ ペリアン博物館の
ほうが大きいとは思ったが,こ れに匹敵する
ものとした。ある本ではビュロックのロン ド
ンの博物館はこう書かれている。
自然に関する知識を改良しようと思う者
は,人 をひきつける展示を訪れることを避
けるべきではない。そこではこどものよう
な気持ちは予測される以上の価値ある勉強
がで きるだろう。彼 らは大冊 の創造の物
語,全 能の神の仕事を読むことになるだろ
う。そしてその勉強は計 り知れない印象を
記憶に刻むことになるだろう。
ビュロックは,ピールの博物館 と同じよう
に宗教的な目的が基底にあることを発表 して
いるばかりでなく,リンネ分類による配列 と
生息地グループによるパンテリオソを彼 自身
誇ってもいた。オークションカタログでもま
た,ビ ュロックは白鷲は"非常に珍 しいもの
で,(この他には)唯 一ピールの博物館の資
料が知 られているもの"だ と述べている。
(Alexander1983,66-68)
5.ピ ールの博物館の終焉
「フィラデルフィア博物館がそれほど長 く
続 き,そ れほど良い評価を得 られていたの
に,な ぜ今 日まで存続 していないのだろう
か?多 くの歴史的な疑問 と同じように,そ
の説明は外的要因,つ まり社会的な力 と内部
的な要因,つ ま り個人的なそれがある。」 と
してアレクサンダーは次のようにその原因を
考えている(Alexander1983,68)。
外的な要因からとりあげると,科学的な情
報 と理性的な娯楽要素の混在がピールの博物
館をしば らくの問うま く働かせたように見ら
れるが,こ れは常にどちらの側からも傷を受
けやすいものであった。自然誌研究がより精
緻で科学的なものに成長するに従い,自 然学
者は安ピカもので魅力的でもないエンターテ
イメン トの混在にどうして関わらねばならな
いのかに苦しんだ。アメリカ哲学協会は頼 り
にならな くな り,協力的でもな くな り,ピー
ルは一度博物館を広場の向かい側に移 し,
ルーペンスはリンネ分類のカタログを取 りや
め,頻繁にシグノア ・ヘレンとその一党にか
かわるようにした。自然学者は博物館より自
然科学アカデミーに熱を入れるようになって
いった。ピールの義理の息子でスノッブのボ
ルテ ィモアのアレクサンダー ・ロビンソン
は,科学であれ,芸術であれ,政 治であれ,
これらを大衆化,民 主化するために保守的な
エリー トたちは用心深いと言 っている。ロビ
ンソンは実際にはピールを恥ずかしがってい
たし,彼は単なるシ ョーマンだと責め,博物
館をやめさせようとした。
大衆の娯楽に対する好みの変化 もまた博物
館には脅威だった。劇場は初期のアメリカ社
会ではじばしば不道徳だと考 えられていた
が,次 第に一般的 とな り,演 劇やバラエテ
ィーショーが博物館の領域に侵入し,経験や
演示 の領域 に置 き換わっていった。ニ ュー
ヨークのフィニアス ・T・バーナム54とボス
トンのモーゼス ・キンボール55はピールの息
子たち以上にもっと成功 したスペクタクルな
見せ方を開発 した。
バーナムは,科 学的なコレクシ ョンを作
り,後にその標本は評判のいい博物館となる
のだが,彼 は,科学的 とか教育的 という規範
には拘泥 しなかった。まがい物のフィジーの
ミイラ,親指サムの墓,ジ ェ二一リソドとか
巨獣 とかいったものを大宣伝 し,ユーモラス
なでた らめを興行 した。彼は経営的には,ま
たタフで抜け目のない売 り手であった。剥製
動物展示や小動物園を大規模巡回興行やサー
カスに変えていった。 どんなに科学的芸術的
に完全な博物館もこうした野放図な豊穣さに
打ち勝つことはできなかった。バーナムの隆
盛はピールの凋落 と裏腹であった。1841年
後半,彼 のバーナム ・アメリカ博物館のため
にスカダーのコレクシ ョンを入手 し,一群の
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華や かな見 世物 で出 し抜 いた。そ して す ぐさ
まル ーベソス ・ピールのニ ュー ヨー クパル テ
ノンの 残 りを加 えた。1845年に は,バ ー ナ
ム は ボル テ ィモ ア博物館 を獲 得 し,1850年
までに,フ ィラデル フィア博物館所蔵 だった
自然誌 資料 を公 開入 札で手 に入れ,モ ーゼ
ス ・キソボールのニ ュー イン グラン ド博物館
の 資料 も入手 した。 これ らの 資料 はニ ュー
ヨー ク とボ ス トンの間で二分 された。(Alex-
ander1983,68-69)
もうひとつの内的な要因 としては次のよう
に述べられている。
ピールは長期 にわたって博物館を運営する
に充分な協力で柔軟な組織作 りに失敗した。
彼の望みは明らかだった。多 くの大型のヨー
ロッパの博物館が個人的なものから始まり,
ついで国家によって肩代わ りされた と考えて
いたので,彼 も自分の博物館をフランスの自
然史博物館 と同じように国立博物館 とするこ
とを望んでいた。彼が望んでいたことは,博
物館の成長のための建物やその拡大,そ の維
持費,コ レクシ ョンに対する政府の財政的支
援であった。コレクションは職員の働きや人
々からの寄贈によって獲得できるし,税金の
支払が免除されれば,あ るいは例外的にしか
必要ないとすれば,穏 当な値の入館料によっ
て有給職員の給与はまかなえるだろう。ピー
ルは完全にこうした枠組みのなかで博物館を
運営 しようと思っていた。もし必要な ら長期
借款や宝 くじで建物の資金をまかない,入館
料で職員の給与を払いコレクションの充実が
望めるだろうと思っていた。
1790年,新しい連邦政府がニ ュー ヨーク
からフィラデルフィアに移 り,ワシン トンに
移 るまでの10年間,ピ ールはワシン トン大
統領に郵政局長に任 じて くれるよう頼んだ。
自然誌研究の推進を内閣の政策 とするためで
あったが,ワ シン トン大統領はこの普通では
ない申し出は受け入れなかった。1792年,
ピールは彼の博物館を国立博物館とする計画
を発表し,監察官であ り来館者であるもの達
の協会 として27人の卓越 した市民を任命 し
た。この委員たちとして,3人 の閣僚(ジ ェ
ファーソン,ハ ミル トン,エ ドムン ド・ラン
ドルフ),議員のジェームズ ・マディソン,
知事の トーマス ・ミブリン,司 教のウィリア
ム ・ホワ・イト,富裕市民からロバー ト・モ リ
ス,ウ ィリアム ・ビンハムのほか,政治,文
化,科 学の領域の リーダーたちが選ばれた。
このグループは3回 の会合をもち,ペ ンシ
ルヴァニア立法府に対し博物館を支援する計
画の推進を陳情したが不成功に終わ り,ピー
ルは協会が雲散霧消するに任せてしまった。
親しい友人で協力者であるトマス ・ジェファ
ソンが大統領になって,ピ ールは政府の支援
を当てにしたが,ジ ェファーソンは,憲 法は
中央政府が教育文化機関に助成することを許
可するとは考えられず,議 会も博物館に資金
を投ずることに投票しないと考えていた。 フ
ンボル ト男爵が後にピールに,ジ ェファーソ
ン大統領は 「どちらの州も資金を寄付するだ
ろうから,そ うすれば国立博物館になるだろ
うと考えていた」と報告している。だがこの
考えは実現せず,ジ ョエル ・バロウズのワシ
ン トンに国立博物館を含む国立大学を設立し
ようという考えす ら実現 しなかった。1846
年,「人々の間に知識を増大させ,広 める」
ためにという英国人ジェームズ ・スミソン56
の50万ドル以上の驚 くべき寄付を使 ってス
ミソニアン研究機構が作られるまで,そ して
1870年代にスミソニアンが大 きな国立博物
館を創設するまでこうした考えは実現しなか
った。
ピールは立法府に対 し,陳情 と手紙を雨霰
と浴びせ,好 意的な新聞のコメン トを確保
し,議会に博物館への無料の招待券を配 り,
ある田舎のメンバーのために義手を考案する
ことさえしたが,ペ ンシルヴァニア立法府か
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らの実質的な支援を確保することには失敗し
た。1802年,マス トドンに対する民衆の興
奮に駆 られて,立 法府は以前の州議会議事堂
の2階 全部 と他のスペースを無償でピール
に提供 したが,8年後 には,年400ドルの料
金を課 した。1816年にはフィラデルフィア
市がこの旧議事堂を入手 し,ただちに賃料を
1200ドルに値上げした(後 に600ドルに値引
きした)。ピールは博物館が大勢の旅行者を
市にひきつけ,旅 館や商人達に貴重なビジネ
スをもた らしたことを指摘 した。ピールは博
物館を他の市に移す と脅 し,ニ ュー ヨークと
ワシン トンの可能性を調査 した。振 り返って
みれば,1871年にニ ュー ヨーク市がメ トロ
ポリタン美術館,ア メリカ自然史博物館 との
間に実現 したようなパー トナーシップ 市
が建物を建て,所 有 し,維持管理 し,博物館
はコレクションを保存 し,見せ,解説すると
いう関係を,ピールの博物館とフィラデルフ
ィア市が結べなかったことは悲劇である。ニ
ューヨーク市 と博物館のこうした支援関係
は,以来アメリカの地方政府 と博物館の間で
一般的なものとなっている。
少な くとも1795年以来,政 府の支援 を求
めて活動 したのは,博物館は金がかかるとい
う明白な事実を示すものである。ビジネスマ
ンも議員 も役人 も,混雑する来館者を見て,
ピールは財政的には豊かだと考えるばか り
で,展示や保存にもっとスペースがいること
などは考えられないどころか,資料保存や研
究や出版の費用などの必要性は理解しなかっ
た。ピールは本当に財政的に恵まれたことな
どなかった。1805年,64歳でのピールの3
度目の結婚の後,ベ ンジャミン ・レトローブ
はジェファーソンにピールのことをこう書い
ている。「どこから見ても,そ して不幸なこ
とだが,彼 は全 く子供だ。だって彼は何も持
っていないよ。」おそらく,ピールの子供連
の中ではもっ ともビジネスラ・イクであ った
ルーペ ンスで も,P・T・ バーナムがその
ルーペンスのビジネス能力でさえ馬鹿にし
て,ピール一族は 「余 りに安易で戦闘的だ」
と言った ように,そ うした感覚を反映してい
る。 もしもピールが,ハンス ・スローン卿の
ような財政的な用心深さと政府の支援を引き
出す巧みさを持っていたら,話は変わってい
ただろう。他のいくつかの学術団体がそうし
たように活動的な理事会を持った真の非営利
機関であれば,ピ ールの努力が政府の支援と
大 きな信用をもたらしたに違いないが,なん
でも簡単に進めようとしたピール親子は,博
物館が生んだ多 くの収入を彼 ら個人で使って
しまった。
政府の支援を確保する全ての試みに失敗し
て,ピ ールは彼の博物館を永らえる手段 とし
て企業化 した。フィラデルフィア博物館会社
が,1821年,200ドルの株券500株で創立さ
れた。最初,ピ ールは独占株主で,博物館を
経営する5人 の理事会を作った。 ピールの
死によって,こ の株は家族のものとなり,フ
ランクリン ・ピールがマネージャー,テ ィシ
ィアソ ・ピールが博物館のキュレーターにな
り,博 物館 は,1827年8月,新 しいアー
ケー ドビルに移った。二人はよく協同して働
いたが,そ れ も1833年フランク リンが連邦
造幣局のポストについて辞めるまでであった。
1836年,理事会が拡大され,所 有者は入館
無料 となる新株を発行した。富裕なフィラデ
ルフィアの企業家で,13年聞過ご した中国
で目を見張るような中国工芸のコレクション
を作ったネーザン ・ドゥソが,い まや理事会
に加わ り,フ ィラデルフィアの9番 街 とジ
ョージの角(現 在のサンソム)に ピール とド
ゥンのコレクションを収容する新しい博物館
の建物を建設するリーダー となった。連邦銀
行は博物館会社の申 し出に対 し10万ドルを
貸し出した。この建物の"主 サロゾ は長さ
230フィー ト,幅70フィー トで,高 さはおよ
そ50フィー トあ り,ピ ールのコレクシ ョン
は,そ こでは実に印象的に見 えた。1830年
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代末の経 済不況は会社の地位 を危機的にした。
1841年,ドゥンは 自分の"ミ ニチ ュア の中
国社会"を ロン ドン に持 ってい って しまい,
2年 後 には,銀 行 は博物館の建物 を競売 で売
却 した。博物館 は古いソニ ック ・ホールに移
動 し,1850年のあ る時点で,P・T・ バ ーナ
ム とモーゼ ス ・キソボールがピールの 自然 誌
コ レク シ ョンを入手 している。一方,肖 像 画
は1854年に オー ク シ ョン にかけ られ売 却 さ
れた。
今 日,ピ ール の 自然誌資料 はほ とん ど残 っ
ていない。大多数の 資料 はフ ィラデル フ ィア
とニ ュー ヨー クのバ ーナ ム博物館の火災 に よ
って失 われた。 その他の資料,主 にボ ス トン
の モー ゼ ス ・キ ン ボール の博物 館 の もの だ
が,こ れ らはハーバ ー ド大学比較動物学博物
館 とピーボデ ィ考古民族学博物館の もの とな
って いる。 ピールの最初のマス トドン(フ ィ
ラデル フ ィアで見 せ られていた もの)は,西
ドイツの ダルムス タ ットの博物館 に行 き先 を
見つけ,そ こでは よ り科学的な標本化が行 わ
れ て い る。 第2の マ ス ト ドンの骨 格(ロ ン
ドンで,後 にボル テ ィモ アで展 示 され た も
の)は ニ ュー ヨー クのア メリカ 自然史博 物館
の所 有 となった。 この資料 は解体 され,一 部
の骨はボル テ ィモアの現在 の ピール博物館 に
貸 し出 されてい る。 ピ⊆ルの絵 画 コレクシ ョ
ンは も う少 しお金 にな った。1851年,シン
シナテ ィに送 られたが,こ れを入れる建 物を
動 かす こ とに失敗 し,再 びフ ィラデルフ ィア
に戻 さ れ,1854年に散逸 す るこ とにな る。
今 日,ピ ール の絵 は各地 の博物 館の宝 とな っ
てい るが,フ ィラデ ルフ ィア市 は106点の 肖
像画を買 い,最 大 の コレクシ ョンは国立 公園
局 に よって運営 されているフ ィラデルフ ィア
独 立 記 念歴 史公 園 の1日第2連 邦 銀 行 ビル に
収 め られ て い る(図4)。(Alexander1983,
69-72)
昨年夏,ス ミソニアンを尋ねるついでにフ
図4「 チャールズ ・ウィルソン ・ピール博物館に展示
された著名人の肖像画(フ ィラデルフ ィア歴史
地区 ・旧第2連 邦銀行ビルに現在は展示されて
いる)」
イラデルフィアに足を運び,フ ィラデルフィ
アに現存するピールの絵を見てきたが,旧 第
2連邦銀行ビルの展示は写真の示す ように
ピールのかつての博物館の面影を伝えるもの
となっている(図4)。また,ピ ールの有名
な肖像画はフィラデルフィア美術アカデミー
にその他のピールやレンブラン ト・ピールの
絵 と並んで展示されている(図1)。ジョー
ジ ・ワシン トンを騙 したという『階段の二人』
の絵は,フ ィラデルフィア美術館に一段 目に
階段を作 りつけて展示されていた(図2)。
シルエ ットを簡単 に描 く器具 も旧第2連 邦
銀行ビルに現存 した(図3)。
「ピールの博物館 は続かなかった とはい
え,ア メリカの博物館のひとつのあり方 とし
て継続 した」 とアレクサンダーは述べて,以
下のような結びをしている。
大部分のヨーロッパの博物館は王室や官僚
のコレクターたちによって作られ,主 として
鑑識眼のある鑑定家や知識のある学者たちだ
けが楽 しみ,使 うことを意図して,資料や標
本の保管場所 としてデザインされた。ピール
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は科学の精神を汚しはしなかった,ま た,研
究や公式な教育,出版に関する限りフランス
国立 自然史博物館とその専門職員たちはピー
ルの理想の機関であり続けたが,そ もそもの
最初からピールの目的は非常に異なったこと
だった。彼は自分の博物館を普通の男女のた
めの学校,つ まり,民衆全体のための道徳 と
幸福を増進する機関 と考えていた。ピールの
考えは,初 期アメリカ社会の民主主義の高揚
に実によくマッチしていた。彼は来館者に近
づき,来館者の楽しげな反応,た とえそれが
入場料を払 うということにあらわされたもの
であれ,成 功感を抱いた。彼は道徳的な楽し
さを教え込むに当たって,安 っぽい,価値の
ない娯楽によってその程度を下げてしまった
り意味を失ったりしてしまうことを嫌った。
彼は時代にあまりに先んじていたため,彼 の
努力に見合うような連邦,州,地 方政府から
の財政的支援を得 られなかった し,彼の夢を
永続 させる機関を作 り上げることに失敗 し
た。ずっと後,ス ミソニアン協会の国立自然
史博物館が政府の支援を確実にし,ピールが
夢見たの と同様な機関 となったが,一 方,ニ
ューヨークのアメリカ自然史博物館はかつて
ピールが思い描いたような個人と地方政府の
実現可能な組み合わせによる支援 を実現 し
た。こうした,ア メリカ自然史博物館や他の
同種の博物館は世界中に,そ の民衆の興味関
心に対する熱意 と,広 く楽 しい教育的,解説
的プログラムによって知られている。(Alex-
ander1983,72)
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JosephLMooreの高 級 食 材 商 店 の 支 店 と ア
パ ー トメ ソ ト と して 建 て られ た 。 後 に フ ェ ラデ
ル フ ィア 博 物 館 ・D。ロ ビ ン ソン 書 店 ・ア ー ケ ー
ド ・ホ テ ル と して も知 られ て い る。
301803年に フ ラ ン ス か ら購 入 した ミ シ シ ッ ピ川
西 方 の 広 大 な ル イ ジ ア ナ を,第3代 大 統 領 ジ ェ
フ ァ ー ソ ン は 部 下 メ リ ー ウ ェ ザ ー ・ル イ ス
MeriwetherLwuis(1774-1809)大尉 に命 じ て
探 検 に 出 発 さ せ る 。 ル イ ス は 親 友 の ウ ィ リ ア
ム ・クラ ー クWilliamClark(1770-1838)と相
談 し,探 検 隊 を 編 成 す る。1804年5月14日に セ
ン トル イ ス 近 くのi基地 か ら 出 発,1805年11月に
太 平 洋 岸 コ ロ ン ビ ア 川 河 口 に 到 着 す る。 そ の
間,地 図 製 作 の た め の 測 量 調 査 や イ ン デ ィア ン
の 生 活,野 生 動 物,植 物 な どの 調 査 を行 っ た 。
こ の ル ー トは後 に 西 部 開拓 の 道 とし て利 用 さ れ
る。
31MarquisdeLaFayette,1757-1834,フラン ス
の軍 人,政 治 家 。 ア メ リカ 独 立 戦 争 を 支持 し,
義 勇 兵 と して 参 加,ヨ ー ク タ ウ ン の 戦 い で 重 要
な役 割 を 果 た す。 フ ラ ン ス人 権 宣 言 の 起草 者 。
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32AndrewJackson,1767-1845,アメ リカ 合 衆 国
第7代 大統 領 。
33GeorgesCuvier,1769-1832,フラ ン ス の 動物
学 者 。 化 石 骨 の 研 究 か ら 古生 物 学 ・比較 解 剖 学
を 開 き,動 物 の 自然 分 類 体 系 を 確 立 。 ラ=マ ル
ク の 進 化 論 を否 定 して 天 変 地 異 説 を 唱 え た 。 パ
リ大 学 教 授,パ リ大 学 総 長,内 務 大 臣 を 歴 任 。
ナ ポ レオ ン に も重 用 され る。
34CharlesWaterton,1782-1865,イギ リスの 旅
行 家 で,ナ チ ュ ラ リス ト,自 然 保 護 の 草 分 け 的
な 人 物 。
35ManassehCutler(1742～1823)牧師 ・科 学
者 。 コ ネ チ カ ッ ト州 キ リ ング リー 生 ま れ。1765
年 に エ ー ル 大 学 卒 業 後,教 師 や 商 人,弁 護 士 な
ど様 々 な職 歴 を経 て1771年にハ ミル トン で 会衆
派 教 会 を 設 立 す る。 その 後 は 私 立 の 学 校 を設 立
した り,ア メ リカ ン 芸 術 科 学 ア カ デ ミー の 初 期
メ ンバ ー とな った り した 。
36AmbroseMarieFrancoisPalisotdeBeauvois
,
1752-1820,フラ ン ス の 博 物 学 者 。 男 爵 。 植 物
研 究 を 中 心 に ア フ リカ を探 検 す る。1788年,サ
ソ ト ・ドミ ン ゴ に わ た る が,黒 人 奴 隷 の服 従 軽
減 の働 き か け に合 衆 国政 府 の 助 力 を 求 め て 渡 米
中,奴 隷 の 反 乱 に よっ て そ の コ レク シ ョン や 図
書 を失 う。 そ の 後,合 衆 国 に わ た り 自然 誌 研 究
を 続 け,ア メ リカ 哲 学 協 会 会 員 とな る。 ピ ー ル
の も とを 訪 れ た の は この 時 期 で あ ろ う。 フ ラ ン
ス 帰 国 後,ア フ リ カ や北 ア メ リカの 動 植 物 に 関
す る多 くの 著 作 を残 す。
37AlexanderWilson(1766～1813)スコ ッ トラ
ン ドの ペ ー ズ リー 出 身 。 ア メ リ カ鳥 類 学 の 先 駆
者 。 ペ ー ズ リー で 遍 歴 詩 人 な どを し て 活 動 して
い た が,ア メ リカ へ 移 住 。 フ ィ ラデ ル フ ィ ア 州
で 教 鞭 を執 る一 方 で,鳥 の 標 本 収 集 や ス ケ ッチ
を行 い ア メ リカ の 鳥 類 の 研 究 を行 う。
38JohnD.Godman,1794-1830,メリー ラン ド,
ア ナ ポ リス生 まれ の 医 師 。 オ ハ イ オ や ニ ュー ジ
ャー ジー の 医科 大 学 で 教鞭 を とる 一 方,『 フ ィ ラ
デ ル フ ィ ア医 学 雑 誌 』 の 編 集 者 も務 め る。 解 剖
学 や博 物 学 も教 え,こ の分 野 の 著 書 で知 られ る。
3919世 紀 に 喜 劇 の1つ と して フ ラ ン ス で 完 成 さ
れ た 。 風 刺 的 な 歌 の 入 る軽 喜 劇 。 寄 席 形 式 の 演
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芸 。
40ジ ェ レ ミー ・ベ ル クナ ップ(JeremyBelknap)
師 の 呼 び か け で1791年に 創 設 さ れ た マ サ チ ュ ー
セ ッツ を 中 心 と した 歴 史 資料 の 研 究 と保 存 の た
めの 協 会 。 ジ ョン ・ア ダ ム ス を 含 む ア ダ ム ス家
文 書 の 保 存 で 知 られ る。
411799年,マ サ チ ュー セ ッツ,セ ー ラ ム で 結 成
され た。 今 日の,ピ ー ボ デ ィ ー ・エ セ ック ス 博
物 館 お よ び セ ー ラ ム海 事 国 立 歴 史 公 園 に つ な が
る。
421804年,ア メ リ カ 美 術 ア カ デ ミ ー の 長 官 で あ
った ジ ョン ・ピ ン タ ー ドを 中 心 に市 長 の デ ・ウ
ィ ッ ト ・ク リン トン らが 結 成 し た協 会 。 図書 館
を創 設 し歴 史 資 料 の 収 集 を 行 い,博 物 館 を創 設
し,現 在 に い た る。
431812年,判 事 の イザ イ ア ・トー マ ス と彼 の 同
僚 た ち の よ っ て設 立 され た 「ア メ リカ 合 衆 国 の
古 物 と 自 然 と人 工 の 価 値 あ る もの を 収 集 保 存
し,人 々の 知 識 を増 進 す る」 目的 で 設 立 され た
協 会 で,今 日 に至 る。
44JohnPintard,1754-1844,成功 した 商 人 で,
ニ ュー ヨ ー ク商 工 会 議 所 な ど で 活 躍 す る 。 ニ
ュー ヨ ー ク 歴 史 協 会 や マ サ チ ュ ー セ ッツ歴 史 協
会 の 設 立 に尽 力 す る。 美 術 ア カ デ ミー の 長 官 で
もあ っ た 。 自身,雑 多 な コ レ ク シ ョン を 所 有
し,博 物 館 も作 る。
451791年,ジ ョ ン ・ピ ン タ ー ド を 事 務 総 長,
ガ ー デ ィナ ー ・ベ ー カ ー を キ ー パ ー と して 創 設
さ れ た バ ー ナ ム ・ア メ リカ 博 物 館 と呼 ば れ た も
の で,タ マ ニ ー協 会 の ホ ー ル に 開 設 さ れ た タ マ
二 一協 会 の 博 物 館 。
46EdwardSavage,1761-1817,アメ リカの 画家 。
1795年か ら1801年ま で マ サ チ ュー セ ッツ で,
1801年か らは ニ ュー ヨ ー クで,自 然 誌 系 資 料 と
絵 画 の コ レ クシ ョン を も って コ ロン ビア ン ・ギ ャ
ラ リー を 開 設 した とい う。 本 文 中 の 年 代 と若 干
の ず れが あ る(www.americanrevwar.homestead.
com)。
47SirHansSloane,1660-1753,医師 。博 物学 者
で 大 コ レ ク ター 。 そ の コ レ ク シ ョン の 遺 贈 が 大
英 博物 館 を創 設 させ る。
48SirAshtonLever,1729-88,英国 の 自然 資料 の
収 集 家 。1766年マ ン チ ェ ス タ ー で 自身 の コ レ ク
シ ョン を 公 開 す る。1774年に は これ を ロン ドン
に移 し,ホ ロ フ ァシ コ ン を 開設 す る。
49WilliamBullock,1773-1849,英国の 旅 行 家 で
自然物 や 古 物 の 収 集 家 。 リバ プ ー ル,ロ ン ドン
で興 行 的 な博 物 館 を開 設 す る。
50SirJamesEdwardSmith(1759-1828)によ っ
て創 設 さ れ た 最 古 の 動 植 物 研 究 家 た ち の 協 会 組
織 。 ロン ドン に 本 部 を置 き,世 界 的 な 研 究 者 組
織 と して 今 日に い た る。
51CarlEthanAkeley,1864-1926,ニュ ー ヨ ー ク
の ア メ リカ 自然 史 博 物 館 や シ カ ゴ の フ ィー ル ド
博 物 館 の 展 示 に 活 躍 し た剥 製 師 で,リ ア ル な 剥
製 製 作 法 を開 発 す る と と もに 臨 場 感 あ ふ れ る ジ
オ ラマ 制 作 を進 め た。
52SirJosephBanks,1743-1820,1768年,ダニ エ
ル ・ソ ラ ン ダ ー を 伴 い キ ャプ テ ン ク ッ クの 探 検
に 同行 し,南 海 探 検 と 自然 資 料 を 収 集 。1776
年,英 国 王 立 学 士 院 会 員 とな り,1778年か ら会
長 を務 め る。 大 英 博 物 館 理 事 。 そ の コ レ ク シ ョ
ン は大 英 博 物 館 に寄 贈 さ れ た。
53DominiqueVivantDenon,1747-1825,ルイ15
世 時 代 は 王 付 貴 族 で 外 交 官,版 画 家 と して 王 立
絵 画彫 刻 ア カ デ ミー の 一 員,美 術 評 論 家,旅 行
記 作 家 。 フ ラ ン ス 革 命 の 時 に は エ ミ グ レ(亡 命
貴 族),後,共 和 国版 画 家 とな り,ナ ポ レ オ ン の
も とで は ナ ポ レオ ン 美 術 館 の 館 長 で あ るに と ど
ま らず 国 家 の 総 美 術 監 督 と もい う べ き立 場 に あ
っ た。 男 爵 で レジ ョン ・ドヌ ール 顕 章 者 。
54PhineasTaylorBarnum,1810-1891,コネ チ
カ ッ ト生 ま れ の ア メ リカ 合 衆 国 の 興 行 師 。 そ の
愉 快 な 「ホ ラ 話 」(hoax)とサ ー カ ス(後 の リ
ン グ リン グ ・ブ ラ ザ ー ズ ・ア ン ド ・バ ー ナ ム ・
ア ン ド ・ベ イ リー ・サ ー カ ス)を 設 立 した こ と
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とで,最 も 良 く知 られ て い る。1841年,ニ ュー
ヨー ク市 に あ った ス カ ダ ー ズ ・ア メ リ カン ・ミ
ュー ジ ア ム を 買 い 取 り,こ れ に相 当 の 補 強 を し
て,国 内 で最 も人 気 が あ る興 行 の一 つ に した 。
1842年に は,「 親 指 トム将 軍 」("GeneralTom
Thumb")と して 有 名 な 嬢 人,チ ャ ー ル ズ ・ス
トラ ッ トソの 見 世 物 で 大 当 た りを と っ た。1971
年 に は,彼 は ニ ュー ヨー ク市 ブル ッ ク リン に,
サ ー カ ス ・動 物 園 ・フ リー ク ス展 示 を ない 交 ぜ
に した も の を 巡 業 させ る 「地 上 最 大 の シ ョウ」
を 設 立 した 。1881年,彼 は ジ ェ ー ム ズ ・ペ イ
リー が 経 営 して い た 「ク ー パ ー ・ア ン ド ・ペ イ
リー ・サ ー カ ス 」 と合 併 して 「バ ー ナ ム ・ア ン
ド ・ベ イ リー ・サ ー カ ス 」 と し,世 界 中を 巡 業
した 。 こ の サ ー カ ス の 一 番 の 呼 び物 は バ ー ナ ム
が ロン ドン動 物 園 か ら買 い 取 っ た ア フ リカ 象 の
ジ ャ ン ボ だ っ た 。P・T・ パ ー ナ ム の 死 後,
1909年(ある い は,1907年?)に,彼 の サ ー カ
ス は リン グ リン グ 兄 弟(RinglingBrothers)に
売 却 さ れ,リ ン グ リン グ ・ブ ラ ザ ー ズ ・ア ン
ド ・バ ー ナ ム ・ア ン ド ・ベ イ リー ・サ ーカ ス と
な った。(http://ja.wikipedia.org)
55MosesKimball,1809-95,ニュー イン グ ラ ン
ド博 物 館 の 大 部 分 の 資 料 を 買 い 入 れ,1840年
ロ ー ウ ェル 博 物 館 を,1841年に は ボ ス トン 博 物
館 を 開設 す る。
56JamesSmithson,1765-1829,フラ ン ス生 ま れ
の 英 国 の 鉱 物 学 者,化 学 者 。 オ ク ス フ ォー ドで
学 び,英 国王 立 学 士 院 会 員 。 イ タ リア で死 去 す
る 。 ア メ リカ 合 衆 国 に対 し,公 衆 の た めの 学 術
研 究 機 関 創 設 の 資 金 を送 り,こ れ を も とに ス ミ
ソ ニ ア ン研 究 機 構 が 創 設 され る。 生 前 ア メ リカ
を一 度 も訪 れ て い な い。
CharlesWillsonPealeandtheMuseumsinEarlyUnitedStatesofAmerica.
YAJIMAKunio
ThispaperisbasedontheEdwardP.Alexander'spaper,℃harlesWillsonPeale'sPhiladelphiaMuse-
um'in"MuseumMasters".ItisMainlyquotationsfromAlexander'spaperasanintroducinghiswork
andPeale.
Pealemadethefirstmuseumoftoday'sAmericantype,strongpubliceducationaltrendone,different
fromEuropeanmuseumsofthatera.
一50一
